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共
同
研
究
の
公
募
に
つ
い
て
棚
町
知
彌

一
、
従
来
の
経
過
書
か
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
国
文
学
研
究

当
館
の
共
同
研
究
の
経
過
に
つ
い
て
資
料
館
で
行
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と

は
、
そ
の
都
度
館
報
に
も
報
告
さ
れ
、
し
て
、
解
題
研
究
が
と
り
上
げ
ら
れ
、

ま
た
当
館
の
『
十
年
の
歩
み
』
に
も
詳
写
本
、
版
本
の
解
題
研
究
の
テ
ス
ト
ケ

し
い
が
、
今
回
は
じ
め
て
共
同
研
究
課
ｌ
ス
と
し
て
、
方
法
の
検
討
を
重
ね
た

題
の
公
募
を
行
う
に
当
っ
て
、
そ
の
経
後
、
そ
れ
ぞ
れ
初
雁
文
庫
、
お
よ
び
柄
田

過
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
見
る
。
市
光
丘
文
庫
俳
書
の
解
題
が
行
わ
れ
、

昭
和
四
十
七
年
当
館
が
創
立
さ
れ
る
い
ず
れ
も
既
に
報
告
書
が
出
版
さ
れ
て

と
、
そ
の
年
早
く
も
館
内
に
「
共
同
利
い
る
。

用
問
題
検
討
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
共
解
題
研
究
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
に
続

同
利
用
を
い
か
に
行
う
か
に
つ
い
て
検
い
て
、
逸
翁
美
術
館
蔵
国
文
学
関
係
資

討
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
建
物
が
完
料
、
お
よ
び
故
久
松
潜
一
博
士
の
当
館

成
し
、
昭
和
五
十
二
年
に
当
館
が
開
館
寄
託
本
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
が
現
在

し
、
資
料
の
共
同
利
用
が
始
ま
る
の
と
進
行
中
で
あ
る
。

時
期
を
同
じ
く
し
て
、
共
同
研
究
も
開
当
館
で
行
う
に
ふ
さ
わ
し
い
共
同
研

始
さ
れ
、
翌
年
、
館
外
委
員
を
含
む
共
究
の
他
の
一
つ
の
例
と
し
て
、
当
館
の

同
研
究
委
員
会
も
正
式
に
発
足
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
が
考
え
ら
れ
、
昭

国
文
学
分
野
の
共
同
研
究
に
つ
い
て
和
五
十
七
年
度
か
ら
連
歌
資
料
の
コ
ン

は
、
既
に
館
報
四
号
に
松
崎
仁
委
員
が
ピ
ュ
ー
タ
処
理
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

…

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
て
共
同
研

究
貝
の
公
募
を
行
な
っ
た
。

ま
た
、
当
館
が
毎
年
海
外
か
ら
迎
え

る
外
国
人
研
究
員
を
中
心
と
す
る
研
究

会
も
、
当
館
の
共
同
研
究
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
し
て
、
同
じ
く
昭
和
五
十
七

年
か
ら
「
日
本
文
学
の
特
質
」
と
い
う

包
括
的
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
毎
年
サ
ブ

テ
ー
マ
を
決
め
て
実
施
し
て
い
る
。

二
、
テ
ー
マ
の
公
募
に
つ
い
て

共
同
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
公
募

す
る
の
は
今
回
が
最
初
で
あ
る
が
、
以

上
の
経
過
に
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
当

館
は
決
し
て
閉
鎖
的
に
研
究
を
行
お
う

と
し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
着
実
に
段

階
を
追
っ
て
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

自
然
科
学
系
の
共
同
利
用
機
関
が
早
く

か
ら
共
同
研
究
を
公
募
に
よ
っ
て
進
め

て
き
た
の
に
比
べ
れ
ば
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ

の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
に
は
理

由
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
共
同
研
究
の

実
を
挙
げ
て
き
た
点
を
要
約
す
れ
ば
、

①
館
の
収
集
し
た
文
献
資
料
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
や
研
究
情
報
は
、
研
究
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者
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共
同
利
用
に
供
さ
れ
自
由
に
研

究
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
文
献
資
料
の
調
査
に
は
、
毎
年
調
査

員
と
し
て
八
十
名
前
後
の
各
地
の
研

究
者
の
協
力
を
得
て
お
り
、
館
の
収

集
事
業
が
そ
の
ま
ま
文
献
資
料
の
共

同
調
査
研
究
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
。

③
こ
れ
ま
で
の
共
同
研
究
も
、
館
外
委

員
を
通
じ
て
、
十
分
館
外
の
意
見
を

反
映
さ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

な
ど
で
あ
り
、
他
方
制
約
要
因
と
し
て
は
、

側
館
の
文
献
資
料
等
の
蓄
積
が
、
全
体

か
ら
見
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な

い
こ
峰
」
。

⑤
国
文
学
の
研
究
は
全
国
各
大
学
等
で

行
わ
れ
て
お
り
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物

理
学
研
究
所
、
極
地
研
究
所
、
宇
宙

科
学
研
究
所
な
ど
の
よ
う
に
、
当
該

機
関
で
し
か
行
え
な
い
と
い
う
種
類

の
研
究
で
は
な
い
こ
と
。

⑥
当
初
は
特
に
事
業
を
進
め
る
た
め
に

解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
、

．
館
内
ス
タ
ッ
フ
の
共
同
研
究
参
加
の

余
力
に
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
。
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献
資
料
部
事
業
報
告
…
…
…
…
冊
Ⅲ
秀
一
…
、

文
庫
紹
介
④
．
…
…
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
・
・
皿

研
究
情
報
部
事
業
報
告
…
…
…
…
棚
町
知
彌
…
皿

整
理
閲
覧
部
事
業
報
告
・
…
…
…
・
・
本
田
康
雄
…
吃

人
事
異
動
等
…
・
・
…
・
・
…
…
…
…
・
・
…
・
…
・
…
・
…
…
４１

利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
…
・
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
喝

昭
和
五
十
九
年
度
秋
季
学
会
開
催
一
覧
…
…
…
・
・
・
６１

－1一

国
土
学
別
亀
贄
料
循
縦

第23号

昭和59年9月



第23号 国文学研究資料館報 昭和59年9月

例
予
算
が
き
わ
め
て
制
約
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
。

な
ど
で
あ
る
．

こ
う
し
た
条
件
の
中
で
も
当
館
は
、

前
述
の
よ
う
に
共
同
研
究
を
広
く
オ
ー

プ
ン
な
形
で
進
め
る
方
向
へ
着
実
に
段

階
を
追
っ
て
進
め
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、

今
日
も
、
制
約
要
因
が
根
本
的
に
変
っ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
よ
う
や
く
公
募

の
段
階
に
達
し
た
と
い
う
判
断
の
も
と

に
、
今
回
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

公
募
に
踏
み
切
る
こ
と
と
し
た
次
第
で

あ
る
。
今
後
は
、
予
算
の
確
保
な
ど
に

も
さ
ら
に
努
力
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

三
、
現
在
実
施
中
の
共
同
研
究

応
募
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
本

館
報
に
も
要
項
が
添
付
さ
れ
、
別
途
各
機

関
に
も
お
知
ら
せ
し
て
あ
る
の
で
省
略

す
る
が
、
応
募
さ
れ
る
方
の
参
考
に
も

な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
現
在
実
施
中

の
共
同
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を

報
告
す
る
。

⑪
「
逸
翁
美
術
館
蔵
国
文
学
関
係
資
料
」

の
解
題
研
究

逸
翁
美
術
館
（
池
田
市
）
が
所
蔵
す

る
国
文
学
関
係
資
料
の
写
本
・
奈
良

絵
本
・
古
筆
切
の
ほ
か
、
従
来
あ
ま

り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
俳
譜
関
係
の

懐
紙
・
色
紙
・
短
冊
・
屏
風
等
の
隣

一
） 接

分
野
を
も
含
め
て
、
網
羅
的
に
調

査
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

昭
和
印
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

な
お
、
中
古
・
中
世
の
作
品
に
つ
い

て
の
研
究
は
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

先
立
つ
科
学
研
究
費
補
助
金
で
実
施

し
た
研
究
（
昭
和
弱
年
度
～
昭
和
弱

年
度
）
を
引
継
い
で
い
る
。

昭
和
記
年
度
ま
で
に
俳
譜
関
係
の

一
部
を
除
い
て
調
査
研
究
は
概
ね
完

了
し
た
の
で
、
昭
和
弱
年
度
は
俳
譜

関
係
等
残
り
の
調
査
研
究
を
完
了
さ

せ
、
本
研
究
の
成
果
を
共
同
研
究
報

告
と
し
て
と
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ

る
。
（
昭
和
弱
年
度
継
続
）

②
「
久
松
本
」
の
解
題
研
究

当
館
に
そ
の
主
要
な
も
の
が
寄
託

さ
れ
て
い
る
故
久
松
潜
一
博
士
蔵
書

の
解
題
研
究
を
昭
和
別
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
昭
和
印
年
度
～
昭
和

記
年
度
は
都
合
に
よ
り
休
止
し
た
が
、

昭
和
弱
年
度
は
第
一
次
・
第
二
次
寄

託
本
（
剛
点
）
の
う
ち
、
複
製
本
等
を

除
い
て
、
写
本
・
刊
本
の
伽
点
の
解

題
を
完
了
し
、
そ
れ
を
編
集
す
る
と

と
も
に
、
非
寄
託
本
に
つ
い
て
も
簡

単
な
目
録
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
昭
和
弱
年
度
再
開
）

③
「
連
歌
資
料
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
」

の
研
究

連
衆
名
な
ど
を
省
略
し
な
い
連
歌

作
品
年
表
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

索
引
を
作
る
こ
と
は
可
能
か
、
と
い

う
試
行
研
究
を
、
当
館
蔵
の
連
歌
資

料
並
び
に
国
立
国
会
図
書
館
蔵
連
歌

合
集
を
対
象
と
し
て
昭
和
師
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
。

昭
和
印
年
度
～
昭
和
記
年
度
に
は
、

全
メ
ン
バ
ー
の
討
議
に
よ
り
、
目
録

作
成
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
策
定
、
シ

ス
テ
ム
設
計
の
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
と

し
た
国
立
国
会
図
書
館
蔵
連
歌
合
集

の
カ
ー
ド
化
（
約
１
４
０
０
例
）
を
完

了
し
、
情
報
処
理
室
に
よ
る
シ
ス
テ

ム
設
計
（
入
力
部
）
の
開
発
を
ま
っ
て
、

カ
ー
ド
の
パ
ン
チ
・
入
力
・
校
正
段

階
に
入
っ
た
。

昭
和
弱
年
度
に
は
、
国
立
国
会
図

書
館
蔵
連
歌
合
集
デ
ー
タ
の
校
正
と

並
行
し
て
、
当
館
蔵
連
歌
資
料
の
カ

ー
ド
化
（
約
１
３
０
０
例
の
予
定
）
・

パ
ン
チ
・
入
力
・
校
正
を
進
め
つ
つ
、

情
報
処
理
室
が
開
発
す
る
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
目
録
と
索
引
の
作
成
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

（
昭
和
弱
年
度
継
続
）

い
「
日
本
文
学
に
お
け
る
〈
向
う
側
〉
」
の

研
究昭
和
銘
年
度
外
国
人
研
究
員
（
客

員
教
授
）
と
し
て
来
館
さ
れ
た
キ
ン

ー

ヤ
・
ツ
ル
タ
教
授
（
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）
を
中
心
と
し
て
、

日
本
文
学
の
イ
マ
ジ
ナ
リ
世
界
が
外

国
文
学
の
そ
れ
と
異
な
る
こ
と
を
中

心
と
し
て
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
キ

ン
ヤ
・
ツ
ル
タ
教
授
は
９
月
に
任
期

を
終
了
し
て
帰
国
さ
れ
た
が
、
共
同

研
究
は
継
続
し
、
昭
和
弱
年
度
前
半

に
最
終
的
な
研
究
会
を
行
い
、
本
研

究
の
成
果
を
共
同
研
究
報
告
と
し
て

と
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
研
究
は
「
日
本
文
学
の
特
質
」

と
い
う
長
期
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
部

で
あ
り
、
⑤
も
ま
た
そ
の
一
環
の
も

の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
昭
和
弱
年
８
月
末
日
ま
で
継
続
）

⑤
「
江
戸
文
学
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
」
の

研
究昭
和
弱
年
度
外
国
人
研
究
員
と
て

て
来
館
さ
れ
る
ハ
ワ
ー
ド
・
ス
コ
ッ
ト
．

ピ
ペ
ッ
ト
教
授
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）

を
中
心
に
、
散
文
・
韻
文
・
減
劇
等
の
江

戸
文
学
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
館
内
外

の
研
究
者
が
、
標
記
の
研
究
テ
ー
マ
で

研
究
を
進
め
、
研
究
発
表
・
共
同
討
議

を
重
ね
て
研
究
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
す
る
。
本
研
究
の
成
果

は
共
同
研
究
報
告
と
し
て
と
り
ま
と

め
る
予
定
で
あ
る
。

（
共
同
研
究
委
員
会
委
員
長
）
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ま
ず
日
本
文
学
に
お
け
る
向
う
側
と

は
何
で
あ
る
か
を
説
明
し
て
み
た
い
。

私
は
北
米
で
二
十
年
ほ
ど
近
代
日
本
の

小
説
を
翻
訳
を
通
し
て
教
え
て
き
た
。

あ
る
と
き
妙
な
こ
と
が
気
に
な
っ
た
。

西
洋
の
近
代
小
説
だ
と
主
人
公
の
成
長

過
程
が
な
ん
ら
か
の
形
で
描
か
れ
て
い

る
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
日
本
近
代
の

小
説
で
人
間
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
書
き

込
ん
で
あ
る
の
は
稀
な
の
で
あ
る
。
『
暗

夜
行
路
』
、
『
伸
子
』
、
『
人
間
の
運
命
』
等

が
日
本
の
教
養
小
説
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
だ
が
、
『
暗
夜
行
路
』
を
除

い
て
あ
ま
り
芸
術
的
香
り
の
高
い
作
品

と
は
い
え
な
い
．
『
暗
夜
行
路
』
の
主
人

公
は
最
終
段
階
で
は
自
然
の
中
に
退
行

す
る
の
で
、
近
代
市
民
と
し
て
の
成
長

が
あ
っ
た
と
も
い
い
が
た
い
．
む
し
ろ
、

日
本
文
学
の
土
壌
に
豊
か
に
残
っ
て
い

た
杼
情
性
の
た
め
か
、
芸
術
的
に
成
功

し
た
近
代
日
本
の
小
説
に
は
主
人
公
の

退
行
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
北
米
の

学
生
は
退
行
や
母
体
回
帰
を
逃
避
、
責

任
回
避
と
し
て
倫
理
的
な
判
断
を
下
す

の
で
、
そ
れ
が
作
品
鑑
賞
の
た
め
の
大

き
な
障
害
と
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

共
同
研
究

文
学
に
お
け
る

「
向
う
側
」る

。
ひ
と
つ
に
は
そ
の
過
程
で
か
も
し

だ
さ
れ
る
杼
情
性
に
問
題
が
あ
る
．
詩

に
お
け
る
杼
情
性
は
ま
だ
し
も
、
小
説

と
い
う
容
器
に
盛
ら
れ
た
杼
情
性
に
彼

等
は
途
惑
い
を
示
す
。
リ
ル
ケ
・
ジ
イ

ッ
ド
・
ウ
ル
フ
等
の
例
を
挙
げ
て
も
、

読
ん
で
い
な
い
場
合
が
多
く
、
あ
ま
り

役
に
立
た
な
い
。

そ
こ
で
主
人
公
の
成
長
で
は
な
く
、

退
行
の
旅
の
意
味
を
さ
ぐ
る
た
め
、
そ

う
い
う
テ
ー
マ
を
は
っ
き
り
と
持
つ
作

品
を
選
び
出
し
て
研
究
し
て
み
よ
う
と

思
っ
た
。
そ
の
際
主
人
公
の
願
望
が
自

由
に
満
た
さ
れ
る
た
め
、
日
常
空
間
か

ら
離
れ
た
特
殊
空
間
を
設
定
し
、
そ
こ

に
主
人
公
が
旅
を
す
る
と
い
う
形
態
を

と
る
作
品
に
限
定
し
て
み
る
と
、
次
の

作
品
が
そ
れ
に
一
応
あ
て
は
ま
っ
た
。

Ｈ
幸
田
露
伴
「
對
燭
骸
」
一
八
九
○

口
泉
鏡
花
『
高
野
聖
』
一
九
○
○

国
夏
日
漱
石
『
草
枕
』

一
九
○
六

凶
芥
川
龍
之
介
『
素
菱
鳴
尊
』
一
九
二
○

国
谷
崎
潤
一
郎
「
蘆
刈
」
一
九
三
二

脚
川
端
康
成
『
雪
国
』
一
九
三
五
’
四
八

個
太
宰
治
『
お
伽
草
紙
「
浦
島
さ
ん
上

一
九
四
五

シ

に
つ
い
て鶴
田
欣
也

伽
安
部
公
房
『
砂
の
女
』
一
九
六
二

伽
古
井
由
吉
『
聖
』

一
九
七
五

こ
れ
ら
の
作
品
に
特
徴
が
い
く
つ
か

あ
る
。
ま
ず
、
主
人
公
が
都
会
か
ら
の

イ
ン
テ
リ
で
あ
る
こ
と
、
彼
等
が
迷
い

込
む
非
日
常
空
間
が
森
、
山
里
、
砂
丘
で

あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
女
性
が
居
る
こ
と
、

主
人
公
が
女
と
何
ら
か
の
接
触
を
持
ち
、

彼
の
人
生
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す

こ
と
等
で
あ
る
。
そ
の
空
間
に
行
き
つ

く
ま
で
の
道
行
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ

か
ら
、
女
の
属
性
に
は
一
貫
し
て
ケ
ア
・

テ
イ
カ
ー
（
世
話
す
る
者
）
、
セ
ク
シ
ユ

ア
リ
テ
ィ
（
娼
婦
性
）
、
ミ
ス
テ
リ
ィ
（
神

秘
性
）
等
が
あ
る
。
主
人
公
に
は
個
我

の
溶
解
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
瞬
間
的
な

も
の
か
ら
、
あ
る
一
定
期
間
に
亙
る
も

の
ま
で
あ
る
。
女
が
触
発
し
、
女
が
支

配
す
る
自
然
に
そ
の
溶
解
が
向
け
ら
れ

る
場
合
も
あ
る
。
以
上
が
向
う
側
の
小

説
の
特
徴
で
あ
る
。

極
め
て
芸
術
的
香
り
の
高
い
作
品
を

い
く
つ
か
含
む
向
う
側
の
作
品
は
、
私

の
調
べ
た
限
り
で
は
、
日
本
近
代
文
学

に
特
有
な
も
の
で
あ
る
。
桃
源
境
文
学

と
も
ユ
ー
ト
ピ
ア
文
学
と
も
あ
る
部
分

は
重
な
っ
て
も
か
な
り
違
う
。
日
本
文

学
の
古
典
に
も
向
う
側
文
学
の
要
素
は

あ
っ
て
も
、
は
っ
き
り
と
し
た
母
体
は

な
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
は
自
我
の

ー

近
代
化
に
よ
っ
て
日
本
の
土
壌
に
育
く

ま
れ
た
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
の
文
学
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
市
民
的
責
任

遂
行
の
き
び
し
い
労
働
の
時
間
に
た
い

す
る
夢
の
時
間
、
願
望
の
空
間
を
扱
っ

た
文
学
で
あ
る
。

当
館
に
お
け
る
共
同
研
究
は
当
館
よ

り
五
名
、
外
部
よ
り
三
名
計
八
名
の
メ

ン
◇
ハ
ー
で
行
な
わ
れ
た
。
研
究
は
私
の

向
電
７
側
と
い
う
テ
ー
マ
を
た
た
き
台
に

し
て
、
こ
ち
ら
側
対
向
う
側
と
い
う
対

立
空
間
概
念
を
含
む
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
か
ら
提
起
し
、
こ
の
概
念
に

色
々
な
光
を
当
て
る
こ
と
を
試
み
た
。

研
究
発
表
及
び
討
議
は
五
回
に
亙
り
、

か
な
り
白
熱
し
た
意
見
の
交
換
が
行
な

わ
れ
た
。
私
に
と
っ
て
は
尚
重
な
経
験

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
い
づ
れ

近
い
将
来
に
私
の
研
究
を
上
梓
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
共
同
研
究
の
方
は

各
自
メ
ン
。
ハ
ー
の
研
究
が
『
文
学
に
お

け
る
「
向
う
側
上
と
し
て
一
冊
に
ま
と

め
ら
れ
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
内

容
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
向
う
側
」
の
文
学
鶴
田
欣
也

異
界
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
百
川
敬
仁

説
話
か
ら
見
た
他
界
徳
江
元
正

東
と
西
の
「
桃
源
郷
」
ｌ
ハ
ー
ン
の
再
話

「
孟
祈
の
話
」
を
手
が
か
り
と
し
て
Ｉ
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
『
国
文

学
研
究
文
献
目
録
ｌ
昭
和
肥
年
～
昭

和
諏
年
１
１
』
の
作
成
作
業
は
、
五
ヶ

年
に
亙
る
臨
時
事
業
と
し
て
昭
和
五
四

年
度
か
ら
始
め
ら
れ
、
昭
和
五
九
年
三

月
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
目

録
化
の
対
象
と
な
る
館
蔵
雑
誌
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、
研
究
情
報
部
情
報
室

が
雑
誌
の
所
在
を
調
査
し
、
そ
れ
に
も

と
ず
い
て
整
理
閲
覧
部
整
理
閲
覧
室
が

収
集
す
る
一
方
で
、
研
究
情
報
部
編
集

室
が
論
文
デ
ー
タ
を
採
り
な
が
ら
目
録

に
仕
上
げ
て
行
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

間
、
研
究
情
報
部
情
報
処
理
室
が
、
シ

ス
テ
ム
の
設
計
・
運
用
・
維
持
を
担
当

し
ま
し
た
。
各
室
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
従

来
の
業
務
を
か
か
え
な
が
ら
こ
の
臨
時

平
川
祐
弘

桃
源
郷
の
ト
ポ
ス
芳
賀
徹

異
貌
の
「
母
」
の
領
域
ｌ
「
伊
豆
の
踊
子
」

「
雪
国
」
論
Ｉ
奥
出
健

日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
「
向
う
側
」
の

成
立
条
件
山
中
光
一

西
洋
文
学
の
「
向
う
側
」
鶴
田
欣
也

こ
れ
を
機
会
に
共
同
研
究
に
時
間
を

割
い
て
下
さ
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に

『
国
文
学
研
究
文
献
目
録
』
の
完
成

御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
山
中
光
一

教
授
は
じ
め
国
文
学
研
究
資
料
館
の
運

営
面
で
の
献
身
的
努
力
が
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
共
同
研
究
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
成

功
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
教
授
）

事
業
に
携
っ
た
訳
で
す
が
、
定
員
の
増

加
は
不
可
能
で
し
た
の
で
、
ア
ル
・
ハ
イ

ト
の
助
力
は
得
た
も
の
の
、
か
な
り
忙

し
い
五
年
間
で
し
た
。

以
下
、
目
録
の
編
集
を
担
当
し
た
編

集
室
の
組
織
と
、
作
業
の
経
過
に
つ
い

て
、
簡
単
に
報
告
し
ま
す
。

『
国
文
学
年
鑑
』
の
作
成
を
本
務
と
す

る
編
集
室
の
構
成
は
教
官
二
名
と
事
務

補
佐
一
名
で
す
が
、
事
業
の
第
四
年
度

か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
が
交
替
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、

ア
ル
バ
イ
ト
に
委
託
で
き
な
い
性
質
の

仕
事
が
増
加
し
て
き
た
た
め
Ｉ
能
力

の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ア
ル
バ

イ
ト
に
よ
っ
て
責
任
分
担
の
体
制
を
組

織
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
Ｉ

ー

百
川
敬
仁

最
後
の
約
一
年
は
教
官
四
名
と
事
務
補

佐
二
名
の
臨
時
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
は
、
ま
ず
原
資
料
と
な
る
個
々

の
雑
誌
を
実
際
に
披
見
し
て
研
究
文
献

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
事
に
始

ま
り
、
こ
の
デ
ー
タ
を
外
注
に
よ
っ
て

磁
気
記
録
の
か
た
ち
へ
変
換
さ
せ
た
の

ち
、
編
集
室
の
手
で
校
正
・
修
正
を
ほ

ど
こ
し
て
最
終
的
に
目
録
へ
仕
上
げ
る
、

と
い
う
順
序
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

少
し
具
体
的
に
申
し
ま
す
と
、
最
初

の
三
年
間
で
約
三
万
八
千
件
の
デ
ー
タ

を
収
集
致
し
ま
し
た
（
た
だ
し
こ
の
時

点
で
は
、
収
録
の
対
象
と
す
る
期
間
を

広
く
見
積
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
あ
と

で
目
録
へ
の
出
力
を
見
合
わ
せ
た
デ
ー

タ
約
八
千
件
を
含
ん
で
い
ま
す
）
。
そ
し

て
残
り
の
二
年
間
で
、
ひ
き
つ
づ
き
約

六
千
件
の
デ
ー
タ
を
更
に
追
加
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
以
前
に
収
集
し
た
分
も

雑
誌
に
あ
た
っ
て
点
検
し
直
し
な
が
ら
、

す
べ
て
の
デ
ー
タ
に
亙
っ
て
キ
ー
ワ
ー

ド
定
型
化
の
処
置
を
ほ
ど
こ
し
ま
し
た
。

本
目
録
の
場
合
、
主
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

論
文
が
扱
っ
て
い
る
文
学
作
品
と
そ
の

作
者
の
名
称
な
の
で
す
が
、
こ
の
ほ
か

論
文
執
筆
者
名
、
雑
誌
名
な
ど
に
も
定

型
化
が
必
要
で
す
。
言
う
迄
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た

目
録
作
成
で
は
、
こ
う
し
た
定
型
化
が
、

ー

昭和

一
一
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研
究
情
報
収
集
の
今
後

国
文
学
研
究
資
料
館
の
『
十
年
の
歩

み
』
に
よ
れ
ば
、
当
初
、
日
本
学
術
会

議
で
当
館
の
柵
想
が
練
ら
れ
た
時
に
は
、

今
の
研
究
情
報
部
の
ほ
か
に
、
も
う
一

つ
「
国
際
情
報
部
」
を
設
け
る
こ
と
が

含
ま
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し

現
実
に
当
館
が
発
足
し
た
時
に
は
、
今

の
悠
理
閲
覧
部
を
も
兼
ね
た
研
究
情
報

部
は
、
何
は
お
い
て
も
必
斌
の
学
会
誌
、

雑
誌
、
紀
要
等
を
収
集
し
、
終
理
し
、

目
録
を
作
成
し
て
開
館
の
サ
ー
ビ
ス
開

始
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
作
業

を
第
一
歩
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
ほ
と

ん
ど
忙
殺
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
逐
次
刊
行
物
は
、
文
献
資

デ
ー
タ
を
時
代
・
ジ
ャ
ン
ル
・
作
家
・

作
品
の
別
に
分
類
配
列
し
、
論
文
執
筆

者
順
に
並
べ
、
ま
た
、
諸
種
の
索
引
を

作
る
た
め
の
、
前
提
条
件
と
な
り
ま
す
。

こ
の
作
業
は
煩
雑
を
き
わ
め
、
結
果
的

に
目
録
の
内
容
を
吟
味
す
る
時
間
を
奪

っ
た
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
い
わ
い

文
献
Ｈ
録
委
貝
会
の
潴
氏
の
御
協
力
に

よ
っ
て
、
事
な
き
を
得
た
次
第
で
す
。

海
外
研
究
情
報
の
収
集

料
の
場
合
と
異
り
、
一
度
軌
道
に
乗
れ

ば
、
収
集
に
関
す
る
限
り
は
毎
号
或
る

程
度
自
動
的
に
累
積
さ
れ
て
来
る
．
所

が
そ
う
な
る
と
次
に
は
当
然
、
当
館
創

立
以
前
の
パ
ッ
ク
ナ
ン
・
ハ
ー
の
収
集
が

緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
来
た
．
そ
こ
で

研
究
情
報
部
と
悠
理
閲
覧
部
が
協
力
し
、

既
刊
の
『
国
文
学
研
究
文
献
目
録
』
所

倣
の
昭
和
三
十
八
年
以
降
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
ー
ハ
ー
を
収
災
す
る
と
共
に
、
『
田
文
学

研
究
文
献
目
録
』
の
刊
行
さ
れ
て
い
な

い
昭
和
三
十
七
年
以
前
の
研
究
文
献
の

調
査
と
収
集
に
も
努
力
し
て
来
た
。
こ

う
し
て
収
集
さ
れ
た
研
究
文
献
の
目
録

が
、
今
回
別
項
に
編
集
室
か
ら
報
告
さ

れ
て
い
る
『
国
文
学
研
究
文
献
目
録
（
昭

作
成
を
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
反
省
し

て
み
ま
す
と
、
や
は
り
、
ま
ず
少
数
の
デ

ー
タ
を
使
っ
て
作
業
の
全
行
程
を
経
験

し
て
み
た
上
で
、
仕
事
に
取
り
か
か
る

べ
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
作
業
経
過
の
概
略
を
図
式
に

し
て
付
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
何
か

の
御
参
号
に
で
も
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
細
集
室
長
）

ｰ

情
報
室

和
十
六
年
～
昭
和
三
十
七
年
）
』
な
の
で

あ
る
。以
上
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
た
ど
っ
て
、

研
究
情
報
収
集
の
今
後
を
考
え
る
と
、

こ
れ
か
ら
は
当
初
構
想
に
も
あ
っ
た
「
国

際
愉
報
部
」
的
な
方
向
へ
も
視
野
を
広

げ
て
行
く
こ
と
が
、
次
へ
の
一
つ
の
方

向
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
当
館
は
こ
れ
ま
で
も
海
外

の
研
究
情
報
を
全
く
無
視
し
て
来
た
わ

け
で
は
な
く
、
国
文
学
研
究
の
情
報
の

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
様
々
な
機
会
に
収

集
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
来
た
。
こ
こ

に
そ
の
概
要
を
報
告
し
、
今
後
一
層
の

充
実
が
凶
れ
る
よ
う
、
各
方
面
か
ら
の

御
教
示
と
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
あ
る
。

研
究
文
献
に
関
す
る
目
録
の
利
用

最
近
は
外
国
語
で
書
か
れ
た
日
本
関

係
の
図
書
も
多
く
な
り
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
の
Ⅱ
録
も
い
く
つ
か
作
成
さ
れ
て

い
る
。
関
西
外
国
語
大
学
図
書
館
の
磯

津
滋
生
氏
の
ま
と
め
ら
れ
た
『
日
本
関

係
欧
文
参
琴
図
井
Ⅱ
鍬
付
稚
誌
目
録
』

に
よ
れ
ば
、
文
学
関
係
文
献
の
目
録
や

ガ
イ
ド
だ
け
で
も
二
十
七
が
数
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
英
文
の
文
献

だ
け
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
最
も
総

合
的
な
の
は
北
九
州
大
学
吉
崎
泰
博
氏

に
よ
る
「
陣
宮
島
隅
ヨ
旨
冨
。
①
め
の

ー

匡
房
３
９
局
四
ａ
Ｆ
ｇ
召
畠
①
ｌ
シ

国
匡
ご
囚
§
ご
旦
向
畠
二
普
冨
禺
国
厨
房
」

（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
株
式
会
社
、
昭

和
五
十
四
年
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
こ
に
は
文
学
関
係
だ
け
で
、

特
定
作
家
・
作
品
に
関
す
る
も
の

九
○
七
件

そ
の
他
ド
ラ
マ
・
比
較
文
学
な
ど

図
書
五
五
五
件

論
文
八
八
一
件

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
後
も
研
究
文
献
は
増

加
し
続
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
当
然

英
文
以
外
の
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば

香
港
の
中
文
大
学
出
版
社
の
実
藤
恵
秀

氏
監
修
の
『
中
国
訳
日
本
書
綜
合
目
録
』

二
九
八
○
年
）
に
は
文
学
関
係
六
二

三
件
が
紋
せ
ら
れ
て
い
る
。
世
界
の
そ

の
よ
う
な
情
報
全
体
を
把
え
る
こ
と
は

な
か
な
か
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

去
る
一
九
八
三
年
九
月
、
東
京
と
京

都
で
倒
際
東
洋
学
会
議
（
○
扇
霞
ア
シ
ｚ
）

（
館
報
記
号
参
照
）
が
開
ら
か
れ
、
ま

た
今
年
五
月
に
は
東
京
で
第
十
七
回
国

際
Ｐ
Ｅ
Ｎ
会
議
が
開
ら
か
れ
た
。
こ
う

し
た
際
、
大
手
の
書
店
等
が
日
本
に
関

す
る
欧
文
出
版
物
の
展
示
会
を
行
っ
た
．

こ
れ
ら
の
目
録
も
当
然
研
究
文
献
に
つ

い
て
の
情
報
の
一
つ
で
あ
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
検
索
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情
報
を
得
る
有
力
な
方
法
の
一
つ
は

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
情
報
検
索
で
あ

る
。
当
館
は
数
年
来
、
財
団
法
人
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
の
行
っ
て
い
る
米
国
縦

会
図
書
館
の
機
械
可
読
目
録
戸
Ｑ
冨
渥

宛
○
）
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
あ
の
３
９
８
口
厨
‐

開
ヨ
ヨ
目
ｇ
ｇ
自
己
９
ョ
豊
目
）
サ
ー

ビ
ス
に
よ
り
日
本
文
学
関
係
の
図
井
情

報
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
毎
週
一
回
、

新
収
図
菩
の
傭
報
が
追
加
さ
れ
る
毎
に
、

磁
気
テ
ー
プ
か
ら
予
め
登
録
し
た
キ
ー

に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
情
報
を
抽
出
し

て
送
っ
て
来
る
も
の
で
、
当
館
で
は
、

十
進
分
類
、
Ｌ
Ｃ
分
類
、
お
よ
び
主
題

で
日
本
文
学
関
係
を
選
択
し
て
い
る
。

米
国
議
会
図
書
館
は
米
国
内
の
も
の
に

限
ら
ず
、
海
外
の
外
国
語
の
図
書
も
集

誹
し
て
い
る
の
で
、
或
る
程
度
は
砺
外

国
の
情
報
も
こ
れ
か
ら
得
ら
れ
る
。
岐

近
は
日
本
の
図
書
も
か
な
り
含
ま
れ
て

お
り
、
当
館
が
寄
附
し
た
も
の
も
該
当

す
る
情
報
と
し
て
提
供
さ
れ
て
来
る
。

昨
年
一
年
間
に
検
索
さ
れ
た
も
の
の
内
、

日
本
語
の
も
の
を
除
き
、
当
館
の
要
求

に
適
合
す
る
も
の
は
四
十
件
、
内
古
典

文
学
関
係
十
一
件
で
あ
っ
た
。

以
上
は
図
併
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

雑
誌
論
文
、
学
位
論
文
に
つ
い
て
も
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
の
利
用
が
可
能
で
あ

る
。
当
館
で
は
三
年
前
、
米
国
扇
昌
。
，

切
一
濤
匡
言
①
｛
。
『
の
○
一
①
．
三
｛
言
｛
．
《
。
『
．
］
“

〔
ざ
己
の
シ
い
○
諺
（
要
具
◎
ョ
呉
月
め
匡
▽

万
９
Ｑ
ｓ
《
ご
コ
ン
一
関
二
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
段
肩
房
Ｆ

い
Ｑ
の
両
シ
罰
の
霞
」
（
社
会
と
な
っ
て
い

る
が
文
科
系
を
か
な
り
広
く
カ
バ
ー
し

て
お
り
、
上
智
大
学
の
「
三
○
コ
匡
ョ
の
．
厨

ｚ
ｇ
ｇ
三
８
」
や
、
日
本
文
学
に
関
す

る
論
文
や
書
評
が
よ
く
出
る
「
盲
屋
『
．
巴

具
シ
里
昌
聾
且
爾
）
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
）
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
テ
ス

ト
的
に
利
用
し
て
み
た
。
適
確
に
検
索

す
る
こ
と
は
む
づ
か
し
い
が
、
幾
通
り

ー
表1当館蔵欧文または海外機関の日本文学関係雑鮭

(継続中のもののみ、Newsletterは除く、詳しくは当館蔵逐次刊行物

目鍬参照）

ActaAsiatica：BulletinoftheInstituteofEastcrnCulture

(東方学会）

DoctoralDissertationsonAsia:anannotatedbibliographicaljournal

ofcurrentinternationalresearch(AssociationforAsianStudies)

EstudosJaponese(Univ・deSa6Paulo,CentrodeEstudos

JaPoneSe)

IIGiappone(IstitutoltalianoMedioEstremoOriente)

HarvardJournalofAsiaticStudies(Harvard.Yenchinglnstitute)

TheJournalofAsianStudies(AssociationforAsianStudies)

Kagami:JapanischerZeitschriftenspiegel(GesellschaftfijrNatur

undV61kerkundeOstasiens）

MonumentaNipponica(SophiaUniversity)

TransactionsofthelnternatinalConferenceofOrientalistsin

Japan(東方学会）

アメリカ・カナダ十一大学述合日本研究センター紀饗

国際日本文学研究集会会磯鈍（国文学研究資料館）

東方学（東方学会）

日本学鰍("!KI日本学会）

日本文学（東北師範大学外l'illlll組研究所）

か
試
み
た
限
り
で
は
、
幾
つ
か
の
代
表

的
な
雑
誌
で
か
な
り
カ
バ
ー
さ
れ
る
こ

と
が
判
っ
た
。
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て

現
在
当
館
で
は
表
１
の
雑
誌
が
入
手
さ

れ
て
い
る
。

国
際
電
々
の
国
際
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア

ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
肩
シ
い
に
よ
り
米
国

の
弓
向
Ｆ
両
ｚ
両
弓
に
繋
ぎ
、
ロ
ッ
キ
ー

ド
社
の
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
己
房
只
扇

を
呼
ん
で
、
当
館
の
端
末
か
ら
直
接
オ

ン
ラ
イ
ン
で
米
国
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

検
索
す
る
こ
と
も
試
み
た
。
前
記
い
○
○

房
Ｆ
の
、
扇
同
○
壷
を
選
ん
で
⑦
同
Ｚ

ー

宮
を
検
索
す
る
と
の
国
ロ
両
Ｚ
の
国
。

穴
両
詞
氏
の
「
の
両
昌
［
ロ
シ
く
浬
の
書
評

な
ど
８
件
が
、
太
平
洋
を
越
え
て
瞬
時

に
打
ち
出
さ
れ
て
来
た
。
ま
た
富
Ｆ
シ

（
三
○
号
ｇ
Ｆ
自
彊
畠
の
委
協
Ｃ
Ｑ
呂
目

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
で
は
、
や
は
り

⑦
両
ｚ
宮
で
日
本
語
の
論
文
な
ど
十
六

件
が
検
索
さ
れ
た
。

海
外
の
情
報
を
得
る
ま
た
別
の
方
法

は
、
国
内
の
論
文
中
で
海
外
情
報
を
紹

介
し
た
も
の
を
探
す
こ
と
で
あ
る
。
キ

ー
ワ
ー
ド
付
加
が
ま
だ
必
し
も
十
分
で

な
い
の
で
現
在
な
お
テ
ス
ト
中
で
あ
る

が
、
当
館
の
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、

昭
和
妬
年
か
ら
弱
年
ま
で
十
年
間
の
『
国

文
学
研
究
文
献
目
録
／
国
文
学
年
鑑
』

の
論
文
五
三
、
五
六
三
件
が
蓄
積
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

「
翻
訳
」
の
前
方
／
後
方
一
致
配
件

「
海
外
」
の
前
方
／
後
方
一
致
釦
件

「
外
国
」
の
前
方
／
後
方
一
致
詔
件

「
欧
文
」
の
前
方
／
後
方
一
致
賜
件

等
が
検
索
さ
れ
、
た
と
え
ば
そ
の
中
か

ら
武
田
勝
彦
氏
の
「
現
地
ル
ポ
海
外
の

日
本
研
究
」
シ
リ
ー
ズ
や
下
立
強
氏
の

「
新
中
国
に
お
け
る
三
十
年
来
の
日
本

文
学
の
翻
訳
・
研
究
の
状
況
」
等
海
外
の

研
究
情
報
を
知
る
の
に
参
考
と
な
る
も

の
を
容
易
に
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

海
外
研
究
者
と
の
連
絡

－6－



国文学研究資料館報 昭和59年9月第23号

当
館
は
昭
和
五
十
二
年
の
ド
ナ
ル
ド
．

キ
ー
ン
氏
以
来
征
年
外
側
人
研
究
員
を

客
員
と
し
て
迎
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
研
究
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
伺
う
機
会
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
そ

の
他
に
も
来
節
さ
れ
た
方
と
懇
談
会
な

ど
を
行
っ
て
研
究
情
報
の
交
換
を
行
っ

て
い
る
。
館
報
５
号
西
ド
イ
ツ
、
略
号

フ
ラ
ン
ス
、
Ⅳ
号
ソ
連
、
肥
号
中
岡
、

オ
！
ス
ト
ラ
リ
ア
、
四
号
米
国
、
勿
号

韓
国
は
そ
れ
ら
の
報
告
で
あ
る
。
韓
国

の
『
日
本
学
報
』
、
中
国
の
『
日
本
文
学
』

な
ど
の
雑
誌
の
交
換
も
、
こ
う
し
た
連

絡
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
も

ち
ろ
ん
当
館
か
ら
派
遣
さ
れ
た
在
外
研

究
員
か
ら
も
情
報
を
得
て
お
り
、
そ
の

都
度
館
報
に
も
記
率
を
掲
俄
し
て
来
た
。

さ
ら
に
当
館
は
、
同
じ
く
昭
和
五
十

二
年
か
ら
毎
年
Ⅲ
際
日
本
文
学
研
究
集

会
を
開
催
し
、
七
回
ま
で
に
参
加
さ
れ

た
海
外
の
研
究
将
は
、
既
に
一
二
○
名

に
達
し
て
い
る
。
研
究
集
会
に
お
け
る

発
表
は
会
議
録
の
形
で
研
究
情
報
の
一

つ
と
し
て
各
方
川
に
配
布
し
て
い
る
し
、

ま
た
こ
れ
ら
参
加
者
か
ら
論
文
等
を
送

っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の

ほ
か
昭
和
五
十
七
年
に
は
海
外
一
一
八

機
関
の
二
六
八
名
の
方
々
に
発
表
論
文

等
を
お
知
ら
せ
願
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
ほ
か
新
聞
情
報
収
集
の
際
、

海
外
の
記
事
も
採
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
本
格
的
に
す
る
に
は
英
字
新
聞
、
外

国
新
聞
ま
で
目
を
通
さ
ね
ば
な
ら
ず
、

今
そ
こ
ま
で
の
余
裕
は
な
い
．
海
外
に

お
け
る
日
本
研
究
も
次
第
に
広
く
深
く

な
っ
て
来
て
お
り
、
一
昨
年
は
イ
ン
デ

ィ
ア
ナ
大
学
で
『
源
氏
物
語
』
だ
け
の

専
門
的
国
際
会
議
（
館
報
皿
号
）
が
開

か
れ
た
し
、
昨
年
は
東
洋
学
全
体
を
含

む
き
わ
め
て
総
合
的
な
Ｑ
の
顕
シ
シ
ｚ
が

行
な
わ
れ
、
今
年
は
作
家
を
中
心
と
し

た
国
際
Ｐ
Ｅ
Ｎ
大
会
、
そ
し
て
来
年
は

第
四
回
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
学
会
議
（
Ｅ

Ａ
Ｊ
Ｓ
）
が
パ
リ
で
開
ら
か
れ
る
が
、

当
館
の
ユ
ニ
ー
ク
な
立
場
を
考
え
れ
ば
、

今
後
研
究
情
報
が
国
際
間
で
も
で
き
る

だ
け
有
効
に
交
換
さ
れ
、
学
界
に
寄
与

す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
海
外

の
研
究
情
報
の
全
体
を
把
え
る
こ
と
は

な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た

そ
れ
を
必
要
と
す
る
方
々
に
利
用
し
て

戴
く
た
め
に
も
多
く
の
工
夫
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
以
上
述
べ
て
き
た
現
状
は
ま

だ
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
今

後
さ
ら
に
一
層
努
力
を
し
て
参
り
た
い

が
、
各
方
面
か
ら
の
御
協
力
も
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
山
中
光
二

ｰ

文
部
省
科
学
研
究
賀
に
よ
る
試
験
研

究
の
「
国
文
学
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の

共
同
利
用
に
関
す
る
研
究
ｌ
公
衆
網
漢

字
Ｔ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
開
発
ｌ
」
は
、
昭
和

印
～
記
年
度
の
２
年
間
に
わ
た
り
実
施

さ
れ
た
。
本
研
究
は
、
国
文
学
研
究
資

料
館
の
メ
ン
・
ハ
ー
に
加
え
て
、
館
外
の

脚
文
学
、
情
報
学
、
図
諜
館
学
の
専
門

家
の
参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。２
年
間
に
実
施
さ
れ
た
研
究
項
目
は
、

①
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
を
改
善

し
た
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の
稼
動

②
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
試
験
的
開
発
と

改
善

③
公
衆
網
一
回
線
の
設
祇
と
、
遠
隔

地
か
ら
の
試
験
的
論
文
検
索
・
利
用

の
実
験

④
端
末
の
導
入
と
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
２
水

準
端
末
の
構
成

⑤
試
験
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
の
利
用
者
に
よ
る
評
価

⑥
外
字
出
現
の
測
定
と
評
価

⑦
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
先
立
つ
諸
要
因

の
洗
い
出
し

等
で
あ
る
。

研
究
計
画
の
立
案
時
に
は
、
予
想
で

科
学
研
究
費
（
試
験
研
究
）
報
告

情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用

ー

き
な
か
っ
た
作
業
項
目
も
多
々
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
公
開
サ
ー
ビ
ス
に
至
る
に
は

未
だ
研
究
と
開
発
を
要
す
る
諭
問
題
も

少
な
く
な
い
。

し
か
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な

成
果
は
、
上
記
７
項
Ⅲ
に
加
え
て
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
作
業
手
順
と
作
業

量
の
複
維
さ
、
並
ら
び
に
規
模
の
大
き

さ
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
館
外
の
研
究
者

の
協
力
を
通
じ
て
メ
ン
◇
ハ
ー
相
互
の
理

解
を
深
め
た
こ
と
、
こ
れ
に
よ
り
国
文

学
分
野
の
研
究
資
料
・
研
究
情
報
へ
の

要
求
に
つ
い
て
、
試
験
研
究
に
ふ
さ
わ

し
く
実
証
的
に
問
題
認
識
が
で
き
た
こ

と
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
昭
和
的
年
３
Ｍ
に
報
告
謀
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く

は
報
告
書
を
参
剛
さ
れ
た
い
．

さ
い
ご
に
、

館
外
研
究
者
の
協
力
に
謝
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
館
外
メ
ン
・
ハ
ー
の
各
地

域
で
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
も

併
わ
せ
て
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
文
責
安
永
尚
志
）

－7－



讐

国文学研究資料館報 昭和59年9月第23号

国
文
学
研
究
資
料
館
評
議
員
名
簿
本
田
康
雄
国
文
学
研
究
資
料
館
整
理
閲
覧
部
長

松
本
隆
信
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
長

任
期
昭
和
弱
年
７
月
１
日
～
昭
和
田
年
６
月
釦
日

水
谷
静
夫
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
敬
授

阿
部
秋
生
実
践
女
子
大
学
文
学
部
教
授
東
京
大
学
名
誉
教
授
森
安
彦
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
教
授

伊
地
知
識
男
元
早
棚
田
大
学
文
学
部
敬
授

安
澤
秀
一
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
敬
授

臼
田
甚
五
郎
国
学
院
大
学
文
学
部
数
授
山
中
光
一
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
梢
報
部
教
授

小
田
切
進
立
数
大
学
文
学
部
教
授
日
本
近
代
文
学
館
理
事
長
渡
遥
守
邦
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
教
授

加
藤
周
一
上
刊
大
学
外
側
研
学
部
敬
授
国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員
会
委
員

久
曽
神
昇
愛
知
大
学
名
誉
教
授

任
期
昭
和
弱
年
４
月
１
日
～
昭
和
帥
年
３
月
訓
日

児
玉
幸
多
学
習
院
大
学
名
誉
教
授

有
吉
保
日
本
大
学
文
理
学
部
教
授

斎
藤
正
前
束
京
国
立
博
物
館
圧

石
川
穣
二
東
洋
大
学
文
学
部
敬
授

阪
倉
篤
義
甲
南
女
子
大
学
文
学
部
教
授
京
都
大
学
名
誉
教
授
大
内
初
夫
鹿
児
島
大
学
教
養
部
教
授

佐
藤
喜
代
洽
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
敬
授
束
北
大
学
名
誉
教
授
菊
田
茂
男
東
北
大
学
文
学
部
教
授

谷
山
茂
大
阪
市
立
大
学
名
誉
敬
授
京
都
女
ｆ
大
学
名
誉
敬
授
鈴
木
一
雄
明
治
大
学
文
学
部
敬
授

土
田
直
鎭
国
立
歴
史
民
裕
博
物
館
長

鈴
木
重
三

坪
井
滴
足
奈
良
脚
立
文
化
財
研
究
所
股

土
田
衞
大
阪
女
子
大
学
学
芸
学
部
教
授

中
井
信
彦
慶
應
漉
塾
大
学
名
誉
教
授

鳥
居
フ
ミ
子
東
京
女
子
大
学
文
馴
学
部
数
授

橋
本
不
美
男
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
永
井
義
憲
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
教
授

氷

室
木
彌
太
郎
仁
愛
女
子
短
期
大
学
敬
授

大
川
立
脚
酷
研
究
所
名
誉
所
閲

卜古
烏
敏
雄
東
京
大
学
名
誉
教
授

文
献
目
録
委
員
会
委
員

松
田
智
雄
東
京
大
学
名
誉
教
授

任
期
昭
和
弱
年
４
月
１
日
～
昭
和
帥
年
３
月
剖
日

宵
川
満
羽
衣
学
刷
知
期
大
学
腿
大
阪
毅
宵
大
学
名
誉
数
授
遠
藤
宏
成
躍
大
学
文
学
部
敬
授

山
本
達
郎
東
京
大
学
名
誉
教
授

大
矢
武
師
東
京
家
政
学
院
斑
期
大
学
教
授

国
文
学
研
究
資
料
館
運
営
協
議
員
名
簿
他
峨
緋
評
織
轆
蕊
臓
鮮

任
期
昭
和
弱
年
８
月
１
日
～
昭
和
“
年
７
月
副
日

小
町
谷
照
彦
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授

秋
山
腱
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
教
授

坂
梨
隆
三
東
京
大
学
数
養
学
部
肋
敬
授

有
吉
保
日
本
大
学
文
瑚
学
部
敬
授

滝
藤
満
義
楡
浜
国
立
大
学
教
行
学
部
助
教
授

今
井
源
衛
梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部
教
授

浜
野
卓
也
山
口
女
子
大
学
文
学
部
教
授

小
林
滴
論
細
脇
大
学
敬
行
学
部
敬
校

原
道
生
明
浩
大
学
文
学
部
敬
授

小
山
弘
志
岡
文
学
研
究
資
料
館
長

吉
川
熈
生
大
典
女
子
大
学
文
学
部
教
授

佐
竹
昭
廣
京
榔
大
学
文
学
部
教
授

情
報
検
索
委
員
会
委
員

神
保
五
蝋
早
稲
川
大
学
文
学
部
敬
授

任
期
昭
和
弱
年
４
月
１
日
～
昭
和
帥
年
３
月
釧
日

棚
町
知
彌
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
情
報
部
長

石
田
晴
久
東
京
大
学
大
剛
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

長
谷
川
強
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
教
授

稲
岡
耕
二
東
京
大
学
教
養
学
部
教
授

秀
村
選
三
八
州
大
学
純
済
学
部
牧
授

杉
田
繁
猯
脚
立
民
族
学
博
物
館
輔
５
研
究
部
助
敬
授

尾
藤
正
英
千
葉
大
学
文
学
部
教
授
照
井
武
彦
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
情
報
資
料
研
究
部
教
授

福
田
秀
一
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
長

西
村
恕
彦
東
京
農
工
大
学
工
学
部
教
授

藤
村
淵
一
郎
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
敬
授

濱
田
啓
介
京
都
大
戦
敬
養
部
教
授

ー

星
野
聰
図
書
館
傭
報
大
学
図
書
館
情
報
学
部
教
授

堀
内
秀
晃
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

水
谷
静
夫
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
教
授

国
文
学
文
献
資
料
調
査
員

任
期
昭
和
弱
年
４
月
１
日
～
昭
和
帥
年
３
月
鉦
日

〔
北
海
道
・
東
北
〕

片
野
達
郎
東
北
大
学
教
養
部
教
授

金
沢
規
雄
宮
城
敬
育
大
学
教
育
学
部
教
授

菊
地
仁
山
形
大
学
人
文
学
部
助
教
授

篠
原
進
弘
前
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

寺
島
恒
世
山
形
大
学
敬
育
学
部
鋼
師

原
田
貞
義
岩
手
大
学
教
育
学
部
教
授

丸
山
茂
弘
前
学
院
大
学
文
学
部
教
授

〔
関
東
〕

石
川
了
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
講
師

板
坂
則
子
群
馬
大
学
敬
育
学
部
助
敬
授

市
古
夏
生
白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
助
敬
授

揖
斐
高
成
践
大
学
文
学
部
助
教
授

宇
田
敏
彦
戸
板
女
子
短
期
大
学
助
教
授

大
岡
賢
典
流
通
経
済
大
学
経
済
学
部
助
教
授

表
章
法
政
大
学
文
学
部
教
授

片
桐
登
法
政
大
学
敬
養
部
敬
授

鎌
倉
惠
子
明
沽
薬
科
大
学
講
師
（
非
）

猿
田
知
之
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学
教
授

高
田
信
敬
餌
兇
大
学
文
学
部
撫
師

武
井
和
人
埼
玉
大
学
教
養
部
助
教
授

竹
本
幹
夫
実
践
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

多
田
一
臣
千
業
大
学
文
学
部
助
敬
授

棚
橋
正
博
帝
京
大
学
文
学
部
講
師

塚
田
晃
信
東
洋
大
学
短
期
大
学
助
教
授

寺
澤
行
忠
慶
隠
義
塾
大
学
繰
済
学
部
教
授

外
村
南
都
子
白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
教
授

長
島
弘
明
実
践
女
子
大
学
文
学
部
燐
師

牧
野
和
夫
束
横
学
園
女
子
煙
期
大
学
助
敬
授

和
田
博
通
山
梨
大
学
教
育
学
部
助
教
授

〔
中
部
〕

青
山
克
彌
金
沢
女
子
短
期
大
学
教
授

赤
瀬
信
吾
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
助
教
授

稲
垣
泰
一
金
城
学
院
大
学
文
学
部
肋
敬
授

ー
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粕
谷
興
紀
堪
学
館
大
学
文
学
部
助
教
授

水
越
梢
金
沢
大
学
敬
捉
部
助
敬
授

鈴
木
孝
噺
斬
潟
大
学
敬
徒
部
助
敬
授

滝
澤
貞
夫
帖
州
大
学
数
行
学
部
敬
授

竹
村
信
治
金
沢
芙
術
工
裟
大
学
美
術
工
菱
学
部
鋼
帥

僅
友
千
代
愉
唆
知
叫
立
大
学
文
学
部
敬
授

腿
谷
川
端
小
爪
火
学
文
学
部
敬
授

森
下
純
昭
岐
ぃ
大
学
敬
餐
部
肋
敬
授

安
田
文
吉
南
山
大
学
文
学
部
助
敬
授

矢
野
側
一
投
知
鼎
立
女
ｆ
卸
期
大
学
肋
敏
授

山
ｕ
博
淵
山
大
学
人
文
学
部
敬
授

山
下
宏
明
格
古
屋
大
学
文
学
部
敬
授

〔
近
畿
〕

新
井
榮
藏
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
敏
授

伊
井
春
樹
大
阪
大
学
文
学
部
助
敬
授

石
川
真
弘
大
谷
女
子
大
学
文
学
部
教
授

出
雲
路
修
京
郁
府
立
大
学
女
子
迩
期
大
学
部
助
教
授

伊
藤
正
義
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
敬
授

榎
本
正
純
武
峨
川
女
子
大
戦
文
学
部
助
教
授

大
高
洋
司
甲
南
女
子
大
学
文
学
部
講
師

片
岡
利
博
松
薩
女
子
学
院
大
学
文
学
部
鵡
帥

加
納
亜
文
京
郁
女
ｆ
大
学
文
学
部
助
敬
授

加
美
宏
同
志
社
大
学
文
学
部
馳
授

楠
僑
開
京
部
外
倒
錯
大
学
外
国
語
学
部
鋤
帥

小
林
健
二
大
符
女
子
大
学
文
学
部
講
師

小
林
贋
章
大
阪
府
立
大
学
総
合
科
学
部
曲
帥

阪
、
棚
子
刈
火
学
剛
卿
川
人
学
肋
敏
授

脇
崎
他
戚
郁
大
学
牧
錐
部
助
敬
授

竹
下
豊
大
阪
女
子
大
学
学
裟
学
部
鋼
帥

土
谷
泰
敏
大
阪
敬
汀
大
学
職
行
学
部
綱
帥

寺
脇
桃
一
叩
南
大
学
文
学
部
肋
敬
授

長
坂
成
行
奈
良
大
学
文
学
部
助
教
授

橋
本
直
紀
大
阪
府
立
淀
川
工
業
高
等
学
校
敬
諭

細
嶋
昭
論
剛
川
学
剛
女
ｆ
大
戦
文
学
部
助
敬
授

堀
口
康
生
大
阪
女
子
大
学
学
菱
学
部
助
敬
授

和
田
克
司
大
阪
成
躍
女
子
短
期
大
学
教
授

〔
中
国
・
四
国
〕

位
藤
邦
生
広
島
大
学
文
学
部
助
教
授

稲
葉
二
柄
香
川
大
学
教
育
学
部
助
教
授

ー

田
村
憲
治
愛
媛
大
学
法
文
学
部
肋
数
授

山
口
真
琴
高
知
大
学
人
文
学
部
勘
帥

吉
山
縦
樹
比
沽
山
女
ｆ
蹴
期
大
学
肋
敬
授

米
谷
巌
広
脇
大
学
文
学
部
肋
敬
授

〔
九
州
〕

荒
木
尚
熊
本
大
学
文
学
部
敬
授

井
上
敏
幸
船
岡
女
ｆ
大
学
文
学
部
敬
授

金
原
理
熊
本
大
学
文
学
部
敬
授

白
石
悌
三
柵
岡
大
学
人
文
学
部
敬
授

米
倉
利
昭
佐
間
大
学
敬
称
学
部
敬
授

若
木
太
一
跿
飾
大
学
敬
餐
部
肋
敬
授

国
文
学
文
献
資
料
特
別
鯛
査
員

阿
部
泰
郎
（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
員

井
上
宗
雄
立
敬
大
学
文
学
部
敬
授

小
川
幸
三
熊
本
剛
期
大
学
助
敬
授

金
光
洋
三
大
阪
女
子
大
学
学
芸
学
部
助
敬
授

黒
田
彰
関
西
大
学
文
学
部
講
師
（
非
）

坂
田
新
愛
知
雌
立
女
子
短
期
大
学
助
教
授

佐
滕
恒
雄
香
川
大
学
敬
育
学
部
敬
授

佐
藤
稔
秋
田
大
学
教
育
学
部
助
教
授

土
井
洋
一
学
習
院
大
学
文
学
部
敬
授

名
和
修
（
財
）
陽
明
文
噸
主
州

西
村
聡
金
沢
大
学
文
学
部
肋
ｒ

延
廣
眞
治
東
京
大
学
教
養
学
部
助
敬
授

服
部
仁
同
朋
大
学
文
学
部
鵬
帥

早
川
厚
一
名
古
峨
学
院
大
学
維
済
学
部
助
敬
授

古
睦
彰
金
沢
大
学
文
学
部
肋
敬
授

松
野
陽
一
東
北
大
学
敬
餐
部
敬
授

松
原
一
義
川
側
女
ｆ
大
学
文
学
部
助
敬
授

美
山
端
愛
峨
大
学
法
文
学
部
敬
授

村
上
學
劇
偶
技
術
科
学
大
学
工
学
部
孜
授

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
委
貝

任
期
昭
和
弱
年
４
月
１
日
～
昭
和
帥
年
３
月
釦
日

池
田
重
青
山
学
院
大
学
文
学
部
数
授

臼
田
甚
五
郎
国
学
院
大
学
文
学
部
教
授

芳
賀
徹
東
京
大
学
教
養
学
部
教
授

長
谷
川
泉
学
習
院
大
学
鋼
帥
（
非
）

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
敬
授

共
同
研
究
委
員
会
委
員

任
期
昭
和
弱
年
４
月
１
日
～
昭
和
帥
年
３
月
訓
日

秋
山
虚
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
敬
授

稲
衙
敬
二
広
島
大
学
文
学
部
敬
授

島
津
忠
夫
大
阪
大
学
教
養
部
敬
授

神
保
五
彌
早
椛
田
大
学
文
学
部
教
授

松
崎
仁
立
敬
大
学
文
学
部
敬
授

古
典
霜
総
合
目
録
委
貝
会
委
貝

任
期
昭
和
鎚
年
４
月
１
日
～
昭
和
帥
年
３
月
訓
日

乙
骨
達
夫
凶
立
脚
会
凶
嘗
鮪
収
典
然
剛
部
司
書
監

菊
地
吻
次
郎
大
正
大
学
文
学
部
救
援

沙
藤
隆
茂
東
京
大
学
附
偶
図
嘗
館
事
務
部
長

柴
田
光
彦
跡
見
学
剛
女
子
大
学
文
学
部
教
授

堤
精
二
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
敬
授

森
川
彰
悔
花
女
子
大
学
文
学
部
敬
授

共
同
研
究
員

任
期
昭
和
弱
年
４
月
１
日
～
昭
和
帥
年
３
月
訓
日

伊
井
春
樹
大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授

高
田
信
敬
鶴
見
大
学
文
学
部
蛎
師

清
登
典
子
蝕
見
大
学
女
子
短
期
大
学
部
識
師
（
非
）

久
保
田
淳
東
京
大
学
文
学
部
教
授

三
蛤
正
胤
大
阪
府
立
大
学
総
合
科
学
部
助
教
授

鈴
木
淳
倒
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
漁
帥

岩
下
紀
之
愛
知
淑
徳
大
学
文
学
部
助
敬
授

奥
田
勲
宇
都
宮
大
学
敬
育
学
部
教
授

沢
井
酎
三
愛
知
大
学
敬
養
部
牧
授

島
津
忠
夫
大
阪
大
学
敬
養
部
敬
授

鶴
崎
裕
雄
帝
噸
山
学
院
剛
期
大
学
敬
授

渡
辺
憲
司
悔
光
女
学
院
大
学
短
期
大
学
部
助
敬
授

和
田
道
子
愛
知
敬
育
大
学
鋼
帥
（
非
）

田
中
隆
裕
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
博
止
糾
秘

宮
脇
真
彦
成
城
大
学
大
学
院
博
士
練
秘

綿
抜
豊
昭
中
央
大
学
大
学
院
博
士
課
稗

徳
江
元
正
国
学
院
大
学
文
学
部
敬
授

平
川
祐
弘
東
京
大
学
教
養
学
部
敬
授

芳
賀
微
東
京
大
学
教
養
学
部
敬
授

奥
出
健
横
浜
女
子
短
期
大
学
講
師

キ
ン
ヤ
・
ツ
ル
タ
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授

任
期
昭
和
弱
年
６
月
１
日
～
昭
和
弱
年
７
月
釧
日

ー
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今
回
は
、
前
々
号
で
改
め
た
ス
タ
イ

ル
に
よ
っ
て
、
主
と
し
て
事
業
面
別
に

こ
の
半
年
間
の
進
展
を
報
告
す
る
。

昭
和
五
十
八
年
度
国
文
学
文
献
資
料
胸

査
・
収
集
結
果

前
号
の
報
告
に
追
加
す
べ
き
所
蔵
者

名
と
そ
れ
を
加
え
た
昨
年
度
の
合
計
点

数
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
資
料
の
所

蔵
者
あ
る
い
は
関
係
職
員
の
各
位
や
調

査
も
し
く
は
収
集
（
搬
影
）
に
御
協
力

下
さ
っ
た
調
査
員
等
の
各
位
に
、
こ
の

場
を
借
り
て
あ
つ
く
御
礼
申
上
げ
る
。

一
、
調
査

追
加
さ
れ
る
所
蔵
者
名
（
敬
称
略
）

と
し
て
、
北
海
道
東
北
地
区
に
北
海
道

立
図
井
館
（
予
備
捌
炎
）
・
札
幌
商
科
大

学
国
書
館
（
同
）
・
江
差
町
郷
土
資
料
館

（
同
）
、
関
東
地
区
に
個
人
（
東
京
都
練

馬
区
）
・
学
稗
院
大
学
倒
語
国
文
学
研
究

室
・
東
京
外
語
大
Ａ
Ａ
研
図
書
館
、
中
部

地
区
に
石
川
県
立
図
諜
館
（
李
花
亭
文

庫
）
・
藤
枝
市
立
図
佛
館
（
予
備
調
査
）
．

専
光
寺
（
金
沢
市
、
同
）
・
大
乗
寺
（
同
、

同
）
、
近
畿
地
区
に
剛
部
町
教
育
委
員
会

（
予
備
調
査
）
、
中
国
四
国
地
区
に
長
門

市
立
図
書
館
（
予
備
調
査
）
・
益
田
市
立

図
書
館
（
同
）
・
新
南
陽
市
図
書
館
（
同
）
．

文
献
資
料
部
事
業
報
告錦

町
公
民
館
（
同
）
、
九
州
地
区
に
九
州

大
学
附
属
図
書
館
（
富
田
文
庫
、
予
備
調

査
）
・
祐
徳
稲
荷
神
社
・
普
明
寺
（
鹿
島
市
、

予
備
調
査
）
・
陽
原
市
森
岳
公
民
館
分
館

（
松
平
文
庫
）
が
あ
っ
て
、
国
内
の
合
計

は
六
七
箇
所
七
八
一
九
点
と
な
っ
た
．

ま
た
海
外
に
お
い
て
も
、
前
号
に
概
略
述

べ
た
文
部
省
海
外
学
術
調
査
研
究
費
に

よ
る
調
査
に
よ
っ
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
東
亜
図
書
館
（
三
井

文
庫
）
三
五
一
六
点
、
米
国
議
会
図
書
館
三

五
点
の
調
査
記
録
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

因
み
に
、
予
備
調
査
と
は
所
蔵
資
料

の
全
貌
・
内
容
を
把
握
し
た
り
、
当
館

と
し
て
の
調
査
・
収
集
が
可
能
か
ど
う

か
、
可
能
な
ら
ば
そ
の
時
期
・
方
法
な

ど
を
直
接
知
る
た
め
の
調
査
を
言
い
、

右
に
予
備
調
査
を
し
た
と
記
し
た
文
庫

の
中
に
は
、
そ
の
結
果
に
唯
い
て
本
年

度
に
本
調
査
に
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
ま
た
、
東
外
大
Ａ
Ａ
研
図
書
館
職

資
料
と
は
、
同
館
所
蔵
マ
ニ
ラ
本
「
ス

ピ
リ
ッ
ァ
ル
修
行
」
（
キ
リ
キ
タ
ン
版
）

フ
ィ
ル
ム
の
複
写
（
原
本
は
戦
火
で
焼

失
）
で
あ
る
．

二
、
収
集

前
号
報
告
以
後
の
も
の
と
し
て
は
、

ー

福
田
秀
一

関
東
地
区
に
宮
内
庁
書
陵
部
、
中
部
地

区
に
富
山
大
学
附
属
図
書
館
（
ヘ
ル
ン

文
庫
）
・
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
・
神
宮

文
庫
が
あ
っ
て
、
国
内
の
合
計
は
、
既

製
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
購
入
（
静
嘉

堂
文
庫
と
東
大
図
書
館
霞
亭
文
庫
）
二

簡
所
を
含
め
て
三
四
箇
所
五
九
五
四
点

と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
海
外
収
集
と

し
て
、
ル
ー
ル
大
学
ボ
ッ
フ
ム
東
亜
学

部
図
書
館
と
ス
エ
ー
デ
ン
王
立
図
書
館

（
ノ
ル
デ
ン
シ
ョ
ル
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

の
一
部
と
の
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
前
者
は
幸
い
所
蔵
和
古
書

の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
撮
影
し
て
貰
う
こ

と
が
で
き
た
が
、
後
者
の
方
は
先
方
の

事
情
で
か
な
り
コ
ス
ト
高
に
な
る
た
め

中
途
で
一
旦
打
切
り
、
一
○
リ
ー
ル
五
○

点
を
入
手
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
度
文
献
資
料
鯛
査
・
収

集
計
画
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
例
年
通
り
昨
秋

頃
か
ら
立
案
に
か
か
り
、
昨
年
十
二
月

及
び
今
年
三
月
の
収
集
計
画
委
員
会
の

検
討
も
終
て
、
調
査
に
関
し
て
は
国
内

で
五
八
箇
所
七
七
七
五
点
、
収
集
に
関

し
て
は
同
じ
く
国
内
で
三
六
箇
所
五
一

一
六
点
を
計
画
し
た
。
そ
し
て
そ
の
遂

行
の
た
め
に
本
年
度
も
全
国
六
地
区
で

計
七
八
名
の
調
査
員
を
委
託
し
て
、
去

る
五
月
に
当
館
で
開
催
し
た
調
査
員
会

ｰ

議
で
右
の
計
画
を
具
体
的
に
説
明
し
て

承
認
を
得
、
直
ち
に
活
動
を
開
始
し
た
。

調
査
員
の
中
に
は
、
私
が
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
今
日
も
、
炎
暑
の
中
を
書

誌
調
査
や
搬
影
の
立
会
に
、
あ
る
い
は

そ
れ
へ
の
往
復
に
、
汗
を
流
し
て
お
ら

れ
る
方
も
あ
る
筈
で
あ
る
。

な
お
海
外
資
料
の
鯛
査
収
集
に
つ
い

い
て
は
、
国
内
資
料
に
も
ま
し
て
研
究

者
の
要
望
が
強
い
の
で
、
当
方
と
し
て

も
力
を
入
れ
た
い
の
で
あ
る
が
、
今
ま

で
折
々
述
べ
た
よ
う
な
予
算
上
の
制
約

や
国
情
の
違
い
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も

期
待
通
り
の
成
果
に
は
至
ら
な
い
。

た
だ
、
昨
年
度
に
科
研
費
で
実
施
し

た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
パ
ー
ク
レ
イ

校
の
三
井
文
庫
本
の
調
査
に
対
し
て
、

本
年
度
に
「
調
査
総
括
」
の
予
算
が
認

め
ら
れ
た
の
で
、
あ
る
程
度
の
成
果
を

出
す
べ
く
、
目
下
作
業
中
で
あ
る
．

ま
た
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
図
書
館
と
並

ん
で
学
界
で
関
心
の
持
た
れ
て
い
る
国

立
台
湾
大
学
研
究
図
書
館
の
旧
台
北
帝

大
蔵
書
に
つ
い
て
も
、
椰
々
の
事
情
か

ら
調
査
収
集
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
（
こ
の
こ
と
は
、
昨
年
来
収

集
計
画
委
員
会
で
も
強
く
指
摘
さ
れ
て

い
た
）
の
で
、
今
年
度
か
ら
来
年
度
に

か
け
て
、
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
し
た

い
と
考
え
、
準
備
中
で
あ
る
。
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昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
画

で
進
め
て
き
た
『
国
文
学
研
究
文
献
目

録
（
昭
和
十
六
年
～
昭
和
三
十
七
年
）
』

が
完
成
し
た
の
で
、
こ
の
事
業
の
遂
行

の
た
め
に
設
け
た
臨
時
編
集
室
の
体
制

は
解
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
将
来
の
研

究
情
報
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
化

に
対
処
す
る
た
め
、
論
文
デ
ー
タ
に
キ

ー
ワ
ー
ド
を
付
加
す
る
等
の
試
行
に
入

っ
た
。
そ
の
た
め
、
編
集
室
を
強
化
し
、

室
長
の
ほ
か
情
報
室
の
小
野
尚
志
助
手

が
参
考
室
に
移
っ
た
後
の
定
員
を
移
し

て
新
た
に
松
岡
心
平
助
手
を
迎
え
、
奥

第
四
室
今
年
度
の
客
貝
に
は
、
池
田
利
夫
氏

（
憾
見
大
学
教
授
）
と
鴫
中
道
則
氏
（
東

北
学
芸
大
学
助
教
授
、
併
任
）
と
を
迎

え
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
そ
れ
ぞ
れ
平
安

物
語
文
学
の
研
究
と
近
世
和
歌
文
学
の

研
究
で
、
池
田
氏
に
は
当
館
収
集
資
料

を
中
心
と
し
た
「
源
氏
物
語
諸
本
解
題
」

の
試
み
に
、
嶋
中
氏
に
は
昨
年
度
の
井

上
氏
を
受
け
て
、
当
館
の
調
査
収
集
成

果
を
生
か
し
た
彰
考
館
の
書
目
の
作
成

に
、
主
と
し
て
当
っ
て
頂
い
て
い
る
。

第
一
～
三
室

別
項
に
も
記
さ
れ
る
と
思
う
が
、
本

研
究
情
報
部
事
業
報
告
棚
町
知
彌

出
健
助
手
の
後
任
の
末
澤
明
子
助
手
と

併
せ
て
助
手
二
名
と
し
た
。
情
報
室
は

部
長
・
室
長
の
ほ
か
補
佐
員
だ
け
で
や

や
変
則
と
な
る
が
、
別
項
の
よ
う
に
今

後
は
外
国
人
研
究
員
等
の
協
力
も
得
て

国
際
的
視
野
を
広
げ
て
行
く
方
針
で
あ

る
。
情
報
処
理
室
は
、
情
報
処
理
関
係

の
堀
浩
一
助
手
、
戸
川
誠
之
助
助
手
の

二
名
が
後
任
と
し
て
加
わ
っ
た
。

情
報
室
研
究
情
報
部
の
編
成
枠
え
に
よ
り
情

報
室
は
助
手
の
減
員
と
な
っ
た
が
、
館

報
の
年
２
回
発
行
、
国
際
日
本
文
学
研

）

年
度
は
当
部
正
員
の
九
つ
の
ポ
ス
ト
の

う
ち
三
つ
も
交
代
す
る
こ
と
に
な
り
、

十
年
余
り
勤
め
た
伊
井
助
教
授
や
高
田
．

小
林
両
助
手
が
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
勤
務

校
へ
転
出
し
て
、
後
任
に
は
適
任
気
鋭

の
三
名
を
迎
え
た
。
事
務
引
継
は
怠
り

な
く
済
ま
せ
た
と
思
う
が
、
所
蔵
者
・

調
査
員
各
位
等
と
の
連
絡
に
お
い
て
、

御
不
便
・
御
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
倶

れ
る
。
お
気
づ
き
の
点
は
忌
悼
な
く
御

叱
正
下
さ
る
よ
う
、
そ
し
て
ま
た
当
館

に
対
し
相
変
ら
ぬ
御
理
解
と
御
支
援
を

賜
る
よ
う
、
こ
の
機
会
に
お
願
い
申
上

げ
る
。
（
文
献
資
料
部
艇
）

ｌ
文
庫
紹
介

高
知
県
立
図
書
館
「
山
内
文
庫
」

妻
の
内
助
の
功
の
逸
話
で
名
高
い
山
国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
、
県
立
図

内
和
盟
を
初
代
と
す
る
土
佐
藩
主
山
内
書
館
の
御
協
力
を
得
て
、
昭
和
五
十
二

家
伝
来
の
蔵
書
が
山
内
文
庫
で
あ
る
。
年
か
ら
調
査
を
開
始
し
、
撮
影
収
集
も

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
に
二
万
冊
が
高
昭
和
五
十
四
年
か
ら
始
め
、
そ
れ
ぞ
れ

知
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
（
一
部
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。
昭
和
五
十
八

寄
贈
）
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
に
同
図
書
年
度
ま
で
に
一
二
五
九
点
を
調
査
し
、

館
よ
り
『
山
内
文
庫
目
録
』
が
刊
行
さ
収
集
は
六
三
六
点
に
及
ん
で
い
る
。
こ

れ
て
い
る
（
三
九
二
三
点
）
。
れ
ま
で
調
査
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
中
四

蔵
書
内
容
は
領
内
の
社
寺
旧
家
か
ら
国
地
区
の
調
査
員
の
先
生
方
は
の
べ
十

収
集
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
、
室
町
時
五
人
に
亙
る
。

代
か
ら
明
治
に
至
る
和
非
・
文
書
が
中
尚
、
県
立
図
書
館
は
山
内
家
ゆ
か
り

心
。
特
に
近
世
の
版
本
が
多
い
が
、
物
の
高
知
城
内
に
閑
静
な
一
角
を
占
め
（
日

語
・
説
話
・
随
筆
・
歌
書
・
謡
曲
・
俳
曜
休
館
）
、
他
に
長
尾
・
山
中
家
・
野
見
．

沸
・
近
世
小
説
・
漢
文
学
等
々
、
広
い
野
中
・
坂
崎
・
田
岡
等
々
の
文
庫
や
松

分
野
に
及
ぶ
。
中
で
も
鹿
持
雅
澄
の
自
本
・
岡
・
赤
松
・
公
文
・
大
石
・
三
谷

筆
稿
本
『
万
葉
集
古
義
』
（
文
政
・
天
保
家
等
々
の
文
書
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

期
）
や
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
（
重
文
指
ま
た
山
内
神
社
の
宝
物
館
に
も
山
内
家

定
）
な
ど
が
著
名
で
、
谷
秦
山
ら
国
学
の
古
書
の
一
部
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と

者
を
は
じ
め
郷
土
関
係
の
作
品
資
料
が
の
こ
と
で
、
今
後
の
調
査
の
進
展
が
期

充
実
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
高
待
さ
れ
る
。

知
県
の
み
な
ら
ず
中
四
国
地
区
で
も
有

数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
え
、
国
文
学
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）

研
究
資
料
館
で
簡
便
に
資
料
が
利
用
で
〒
剛
高
知
県
高
知
市
丸
ノ
内

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
極
め
て
有
益
一
ノ
ー
ノ
一
○

で
あ
ろ
う
（
秦
山
の
著
は
東
大
・
南
葵
文
電
話
○
八
八
八
’
七
二
’
六
三
○
七

庫
の
版
本
が
当
館
に
寄
賄
さ
れ
て
い
る
）
。
（
文
献
資
料
部
小
峯
和
明
）

ー

ll
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究
集
会
の
開
催
は
、
従
来
通
り
担
当
す

る
。
た
だ
新
聞
情
報
に
つ
い
て
は
、
昭

和
四
十
九
年
以
来
ち
ょ
う
ど
十
年
を
迎

え
た
の
で
再
検
討
し
、
今
年
か
ら
は
全

国
紙
だ
け
に
限
る
こ
と
と
し
た
。
従
来

地
方
紙
六
紙
、
図
書
専
門
紙
三
紙
の
記

事
も
採
録
し
て
い
た
が
、
地
方
紙
を
網

羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
記
事
と

し
て
は
全
国
紙
と
重
複
す
る
も
の
が
多

い
の
で
こ
の
際
止
め
る
こ
と
と
し
た
。

今
後
は
海
外
の
情
報
の
方
へ
今
一
歩
視

野
を
広
げ
る
方
向
で
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
。

編
集
室
三
月
末
に
『
国
文
学
年
鑑
』
昭
和
五
十

七
年
版
お
よ
び
『
国
文
学
研
究
文
献
Ｈ

録
ｌ
昭
和
十
六
年
～
昭
和
三
十
七
年
』

を
刊
行
し
た
・
後
者
は
五
ヶ
年
に
わ
た
る

臨
時
事
業
の
成
果
で
あ
り
、
非
売
舳
と

し
て
五
百
部
を
印
刷
、
各
大
学
・
図
書

館
な
ど
公
共
機
関
を
中
心
に
既
に
配
布

を
完
了
し
て
い
る
。

当
室
で
は
四
月
か
ら
、
『
国
文
学
年
鑑
』

所
収
の
稚
誌
論
文
デ
ー
タ
を
機
械
検
索

可
能
と
す
る
た
め
、
校
正
お
よ
び
キ
ー
．

ワ
ー
ド
付
加
の
試
み
に
着
手
し
た
。
対

象
と
な
る
デ
ー
タ
は
既
往
の
分
で
約
十

四
万
件
を
か
ぞ
え
、
更
に
、
毎
年
約
七

千
件
以
上
が
累
積
さ
れ
て
行
く
見
込
み

な
の
で
、
室
を
再
編
成
し
、
助
手
と
蝸

務
補
佐
と
を
一
名
ず
つ
増
員
し
て
作
業

の
版
下
作
成
を
行
っ
た
ほ
か
、
五
十
八
年

度
は
特
に
五
ヵ
年
計
画
の
臨
時
事
業
の

最
終
年
と
し
て
、

⑤
国
文
学
研
究
文
献
目
録
（
昭
和
十
六

年
～
昭
和
三
十
七
年
）
（
七
四
八
頁
、

索
引
一
三
一
頁
）

の
版
下
作
成
を
行
っ
た
。

②
デ
ー
タ
入
力
等

上
記
目
録
用
の
デ
ー
タ
の
入
力
等
の

運
用
の
ほ
か
論
文
検
索
用
デ
ー
タ
付
加
、

文
字
フ
ォ
ン
ト
の
作
成
（
外
字
二
一

字
）
を
行
っ
た
。

③
シ
ス
テ
ム
開
発

以
下
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
た
。

）

を
進
め
て
い
る
。

情
報
処
理
室

電
子
計
算
機
の
運
用
・
運
転
を
除
く

昭
和
五
十
八
年
度
事
業
は
、
以
下
の
よ

う
に
実
施
し
た
。

①
目
録
作
成

定
常
的
な
業
務
と
し
て
、

①
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資

料
目
録
（
一
九
八
三
）
（
八
六
五
頁
、

索
引
部
二
一
六
頁
）

②
同
累
積
・
簡
略
版
（
一
九
八
二
）

（
業
務
用
）

③
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
和
古
書
目
録

④
脚
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐
次
刊
行
物

増
加
２
二
九
八
三
）

目
録
（
一
九
八
四
）

①
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
シ
ス
テ
ム

著
作
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

②
昭
和
三
十
七
年
以
前
論
文
目
録
作
成

シ
ス
テ
ム

版
下
作
成
、
索
引
作
成
の
ほ
か
校
正

な
ど
を
行
な
う
た
め
の
運
用
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
た
。

③
論
文
検
索
シ
ス
テ
ム
の
試
験
運
用

昭
和
四
十
六
年
～
昭
和
五
十
五
年
分

の
デ
ー
タ
約
五
万
件
の
検
索
シ
ス
テ

ム
の
試
験
運
用
を
開
始
し
た
。

④
連
歌
目
録
作
成
シ
ス
テ
ム

当
部
が
担
当
す
る
業
務
（
資
料
の
受

入
、
整
理
、
保
存
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
、

及
び
参
考
業
務
、
公
開
講
演
会
の
開
催
、

展
示
等
）
は
、
後
に
具
体
的
に
述
べ
る

よ
う
に
今
期
も
順
調
に
進
展
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
新
た
に
古

典
作
品
典
拠
フ
ァ
イ
ル
作
成
事
業
が
始

ま
り
、
当
部
も
デ
ー
タ
の
作
成
・
入
力

面
で
こ
の
事
業
を
分
担
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
事
業
は
、
す
で
に
当
館
で

作
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
各
種
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
（
古
典
籍
総
合
目
録
、
マ
イ
ク
ロ

資
料
目
録
、
和
古
普
目
録
、
著
者
名
典

拠
フ
ァ
イ
ル
等
）
と
密
接
に
関
連
し
て

整
理
閲
覧
部
事
業
報
告

ー

共
同
研
究
班
で
行
っ
て
い
る
連
歌
デ

ー
タ
の
入
力
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

そ
の
運
用
を
行
っ
た
。

側
そ
の
他

昨
年
十
一
月
導
入
の
新
計
算
機
Ｍ
二

六
○
Ｄ
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
に
伴
い
、
各

所
に
設
け
た
端
末
に
対
し
、

①
日
本
語
処
理
シ
ス
テ
ム

②
論
文
検
索
シ
ス
テ
ム

③
古
典
テ
キ
ス
ト
索
引
作
成
シ
ス
テ
ム

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

（
研
究
情
報
部
長
）

お
り
、
今
回
の
事
業
の
完
成
に
よ
っ
て

当
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
相
互
に
有
機

的
に
関
連
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業
は
、
事

業
開
始
後
五
年
目
を
迎
え
た
。
す
で
に

４
万
件
以
上
の
目
録
デ
ー
タ
を
収
集
し

て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
そ
の
編
集
作

業
に
仕
事
の
力
点
を
移
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
業
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
大
前
提
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
現
在
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
の
設
計
、
開
発
も
研
究
情
報

部
に
お
い
て
進
行
中
で
あ
る
。
事
業
全

本
田
康
雄

12－
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体
と
し
て
も
今
後
の
数
年
間
が
い
わ
ば

大
き
な
山
と
な
ろ
う
。

な
お
、
四
月
一
日
付
で
小
野
尚
志
助

手
が
研
究
情
報
部
情
報
室
か
ら
参
考
室

に
配
置
換
と
な
っ
た
。
ま
た
、
高
島
津

雪
事
務
官
が
閲
覧
係
に
、
大
倉
加
代
子

事
務
官
が
整
理
係
に
配
置
換
と
な
っ
た
。

Ｈ
整
理
閲
覧
室

以
下
に
各
業
務
毎
に
報
告
す
る
。

⑩
受
入
業
務

昭
和
五
十
八
年
度
の
受
入
資
料
数
は
、

マ
イ
ク
ロ
資
料
（
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
一
、

二
七
六
リ
ー
ル
、
紙
焼
写
真
本
五
、
四

五
九
冊
）
、
図
書
（
二
、
九
六
八
冊
）
、
逐

次
刊
行
物
（
継
続
受
入
等
約
一
、
一
○

○
誌
）
、
雑
誌
製
本
（
四
四
○
冊
）
で
あ

っ
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
五
十
八
年
度

末
で
の
全
蔵
書
数
は
、
別
表
の
と
お
り

と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
九
年
度
も
、
予
算
の
確
定

に
伴
い
、
例
年
ど
お
り
資
料
の
受
入
れ

を
行
っ
て
お
り
、
ひ
き
つ
づ
き
、
図
書

選
定
小
委
員
会
そ
の
他
の
協
力
を
得
な

が
ら
国
文
学
関
連
資
料
の
総
合
的
な
収

集
・
受
入
れ
に
努
め
た
い
。

②
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業

五
十
八
年
度
中
に
、
約
二
万
件
の
目

録
デ
ー
タ
の
パ
ン
チ
を
行
い
、
さ
ら
に
、

前
年
度
パ
ン
チ
し
た
も
の
も
含
め
て
入

力
前
処
理
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
現

）
在
約
二
五
、
○
○
○
件
の
デ
ー
タ
が
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
入
力
可
能
な
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

⑧
整
理
業
務

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
昭
和
五
十
八

年
度
受
入
分
を
中
心
に
収
録
し
た
『
和

古
書
目
録
増
加
２
（
一
九
八
三
）
』
を
刊

行
し
た
。
書
目
数
一
七
三
点
で
あ
る
。

昭
和
五
十
九
年
度
よ
り
五
年
計
画
で

古
典
作
品
典
拠
フ
ァ
イ
ル
作
成
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
書
名

（
別
諜
名
、
角
書
）
、
著
者
名
、
巻
冊
数
、

成
立
年
、
分
類
等
、
古
典
作
品
に
関
す

る
基
礎
的
情
報
を
収
録
し
た
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

マ
イ
ク
ロ
資
料
で
は
、
『
マ
イ
ク
ロ
資

料
目
録
一
九
八
三
年
』
を
例
年
通
り
刊

行
し
た
。
璽
竈
神
社
他
二
十
五
所
蔵
者

分
の
九
○
○
八
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

次
の
目
録
用
の
デ
ー
タ
整
理
も
進
み
、

既
に
四
七
○
○
点
が
入
力
済
み
で
あ
る
。

側
閲
覧
業
務

昭
和
五
十
八
年
度
は
、
入
室
者
数
が

七
、
九
九
三
人
二
日
平
均
二
九
人
）
、

利
用
登
録
者
が
二
、
○
○
三
人
（
一
日

平
均
七
人
）
、
文
献
複
写
が
一
四
、
一
四

○
件
二
日
平
均
五
一
件
）
で
、
い
ず

れ
も
前
年
度
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
特

に
文
献
複
写
の
伸
び
は
著
し
く
、
中
で

も
図
書
・
雑
誌
の
電
子
複
写
は
、
前
年

）

度
に
比
べ
て
二
五
％
増
で
あ
っ
た
。
利

用
者
が
多
い
時
期
は
、
複
写
申
込
件
数

も
多
く
な
り
、
ま
た
申
込
が
午
後
に
集

中
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
閉
館
時
間
ま

で
に
複
写
が
終
ら
な
い
日
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
相
互
利
用
の
申
込
受
付
は
七
四

七
点
で
あ
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備
、
改
善
の
一

環
と
し
て
、
五
月
に
逐
次
刊
行
物
全
冊

開
架
の
第
二
次
追
加
、
六
月
に
カ
ウ
ン

タ
ー
内
の
整
備
、
書
庫
内
資
料
配
置
換

作
業
を
実
施
し
た
。

な
お
、
蔵
書
点
検
を
例
年
通
り
、
三

月
末
の
一
週
間
に
か
け
て
実
施
し
た
。

⑤
マ
イ
ク
ロ
室
業
務

大
和
文
華
館
他
三
八
文
庫
、
一
三
○

○
リ
ー
ル
の
作
業
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を

作
成
し
た
。
閲
覧
用
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
は
、

麗
沢
大
学
図
書
館
（
田
中
文
庫
）
他
二

七
文
庫
の
一
二
○
○
リ
ー
ル
を
作
製
し
、

五
十
七
年
度
収
集
分
の
加
工
を
ほ
ぼ
終

了
し
た
。
紙
焼
写
真
に
つ
い
て
は
、
五

七
○
リ
ー
ル
の
焼
付
、
二
二
○
○
冊
の

製
本
、
整
理
を
行
っ
た
。
他
に
当
館
所

蔵
和
古
書
の
文
献
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
の
撮
影
と
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
作
製
を

行
っ
て
い
る
。

目
参
考
室

日
常
業
務
と
し
て
、
参
考
質
問
の
受

付
・
回
答
に
従
事
し
、
参
考
図
書
の
充

実
と
参
考
開
架
閲
覧
室
の
維
持
に
あ
た

っ
た
。国
文
学
の
普
及
業
務
と
し
て
、
次
の

と
お
り
公
開
講
演
会
・
展
示
を
開
催
し

た
。
●
第
加
回
公
開
講
演
会
（
６
月
９
日
、

於
当
館
）

「
研
究
と
創
作
の
あ
い
だ
」
大
岡
信

氏
（
明
治
大
学
教
授
）
、
「
わ
た
く
し

な
り
の
も
の
学
び
ｌ
日
本
文
学
に
お

け
る
漢
語
の
表
現
ｌ
」
小
島
憲
之
氏

（
龍
谷
大
学
特
任
教
授
）

●
常
設
展
示

第
配
回
「
平
安
朝
物
語
」
（
１
月
Ⅳ
日

～
３
月
型
日
）

所蔵資料統計（昭和59年3月31日現在）

＊この他､紙焼写真による収集(530点)がある。

13－

資料種別 数 冊(リール)数

マイクロ

資料

ロールフイルム

マイクロフィッシュ

紙焼写真本

61,55鏡

3,397点

35,443点

'3，454リール

'0,008枚

30,231冊

図書（古書及び新刊本） '6,609点 56,401冊

逐次刊行物 2,738誌 64,830巻号冊

寄託図害 ''8点 '54冊
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運
営
協
議
員
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
運
営
協
議
員
会
議
が

五
月
二
十
八
日
（
月
）
に
当
館
中
会
議
室

に
お
い
て
小
山
議
長
ほ
か
十
三
名
の
出

席
を
得
て
開
催
さ
れ
、
教
官
の
停
年
に

つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
機
関
の
長
の
任
期
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
及
び
本
年
四
月
一
日
付
人

事
異
動
等
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。 評

議
員
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
評
議
員
会
議
が
六
月

一
日
（
金
）
に
当
館
中
会
議
室
に
お
い
て

石
井
議
長
ほ
か
十
三
名
の
出
席
を
得
て

開
催
さ
れ
、
館
長
の
任
期
に
つ
い
て
の

審
議
並
び
に
教
官
の
停
年
及
び
本
年
四

月
一
Ｈ
付
人
事
異
動
等
に
つ
い
て
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。

十
十
十
十
＋
＋
十
十
十
十
十
十
十
十
十

第
調
回
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
（
４
月

羽
日
～
６
月
調
日
）

な
お
、
昨
夏
の
第
６
回
夏
期
公
開
講

演
会
の
筆
録
集
で
あ
る
『
日
記
と
文
学

（
国
文
学
研
究
資
料
館
講
演
集
５
）
』
を

刊
行
し
、
大
学
図
書
館
等
へ
の
寄
贈
の

ほ
か
、
希
望
者
に
も
配
布
し
て
い
る
。

（
整
理
閲
覧
部
長
）

委
員
会
日
誌

昭
和
弱
年

５
月
７
日

第
二
十
一
回
公
開
講
演
会

・
日
時
卵
年
、
月
”
日
（
土
）

午
後
１
時
鋤
分
よ
り

・
場
所
名
古
屋
市
中
区
栄
２
丁
目

長
円
寺
会
館
ホ
ー
ル

・
演
題
お
よ
び
講
師

人
麻
呂
の
声
調
稲
岡
耕
二

撰
集
の
「
う
た
」

後
藤
重
郎

８
月
詔
日

８
月
肥
日

８
月
９
日

７
月
妬
日

ー ７
月
お
日

５
月
配
日

５
月
肥
日

５
月
嘔
日

国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
一
回
）

国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会
（
第
一
回
）

共
同
研
究
委
員
会
（
第

一
回
）

国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議
（
総
会
）

文
献
目
録
委
員
会
（
第

一
回
）

国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議
（
中
国
・
四
国
地

区
）
共
同
研
究
委
員
会
（
第

二
回
）

国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
二
回
）

情
報
検
索
委
員
会
（
第

一
回
）

人
事
異
動
（
昭
和
五
十
九
年
三
月
～
昭
和
五
十
九
年
七
月
）

（
採
用
）
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
付

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
手
）
母
利
司
朗

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
手
）
堀
浩
一

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
手
）
松
岡
心
平

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
手
）
末
澤
明
子

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
手
）
戸
田
誠
之
助

（
昇
任
）
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
付

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
教
授
）
渡
邊
守
邦

（
転
入
）
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
付

文
部
教
官
（
史
料
館
教
授
）
森
安
彦
（
信
州
大
学
よ
り
）

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）
小
峯
和
明
（
徳
島
大
学
よ
り
）

文
部
事
務
官
（
管
理
部
会
計
課
長
）
古
谷
忠
司
（
大
蔵
省
よ
り
）

（
転
出
）
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
付

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）
伊
井
春
樹
（
大
阪
大
学
へ
）

昭
和
五
十
九
年
四
月
十
一
日
付

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
教
授
）
内
藤
衛
亮
（
東
京
大
学
へ
）

昭
和
五
十
九
年
四
月
十
一
日
付

文
部
教
官
（
研
究
怖
報
部
助
教
授
）
宮
澤
彰
（
東
京
大
学
へ
）

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
付

文
部
事
務
官
（
管
理
部
会
計
課
長
）
内
山
日
出
男
（
統
計
数
理
研
究
所
へ
）

（
辞
職
）
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
付

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
手
）
高
田
信
敬
（
慨
見
大
学
就
職
）

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
手
）
小
林
健
二
（
大
谷
女
子
大
学
就
職
）

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
手
）
奥
出
健
（
横
浜
女
子
短
期
大
学
就
職
）

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
手
）
平
澤
龍
介
（
白
百
合
女
子
大
学
就
職
）

（
客
員
教
授
）
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
～
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日

文
献
資
料
部
池
田
利
夫
（
鶴
見
大
学
よ
り
）

（
併
任
）
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
付

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）
嶋
中
道
則
（
東
京
学
芸
大
学
よ
り
）

ー

-14-
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学
会
）
羽
上
代
文
学
（
上
代
文
学
会
）
文
学
会
）

一
◆
逐
次
刊
行
物
全
冊
開
架
を
十
四
誌
追
ｎ
国
学
院
雑
誌
（
国
学
院
大
学
）
釦
女
子
大
国
文
（
京
都
女
子
大
学
国
⑬
文
芸
研
究
（
日
本
文
芸
研
究
会
）
一

一
加
皿
剛
語
学
（
国
語
学
会
）
文
学
会
）
釦
＊
文
芸
と
批
評
（
文
芸
と
批
評
の
会
）
一

一
当
館
で
は
、
閲
覧
室
に
全
冊
開
架
．
旧
国
語
国
文
（
京
都
大
学
文
学
部
国
鉦
説
話
文
学
研
究
（
説
話
文
学
会
）
別
平
安
文
学
研
究
（
平
安
文
学
研
究
一

一
ｌ
ナ
ー
を
設
け
、
利
用
頻
度
の
高
い
雑
語
国
文
学
研
究
室
）
記
中
古
文
学
（
中
古
文
学
会
）
会
）

一
誌
を
所
蔵
分
全
冊
の
開
架
を
行
っ
て
お
Ｍ
国
語
国
文
研
究
（
北
海
道
大
学
国
詔
中
世
文
学
（
中
世
文
学
会
）
駝
別
冊
国
文
学
（
学
燈
社
）

一
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
全
冊
開
架
コ
ー
文
学
会
）
弘
＊
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
（
東
京
認
万
葉
（
万
葉
学
会
）

一
ナ
ー
の
増
設
（
専
用
書
架
の
増
設
）
を
旧
国
語
と
国
文
学
（
東
京
大
学
国
語
女
子
大
学
学
会
Ｈ
本
文
学
部
会
）
理
＊
万
葉
集
研
究
（
塙
書
房
）

一
行
い
、
三
十
汎
誌
を
追
加
し
ま
し
た
が
、
国
文
学
会
）
妬
名
古
屋
大
学
脚
語
脚
文
（
名
古
屋
弱
美
夫
君
志
（
美
夫
君
志
会
）

一
こ
の
た
び
さ
ら
に
十
四
誌
を
追
加
い
た
陥
側
文
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
Ⅲ
詔
大
学
国
語
国
文
学
会
）
弱
む
ら
さ
き
恥
研
究
と
教
養
（
紫
式
一

一
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
冊
国
文
学
会
）
妬
日
本
演
劇
学
会
紀
要
（
日
本
演
劇
部
学
会
）

一
開
架
は
、
計
六
十
誌
と
な
り
ま
し
た
。
Ⅳ
国
文
学
（
関
西
大
学
国
文
学
会
）
学
会
）
ｗ
立
教
大
学
日
本
文
学
（
立
教
大
学
一

一
六
十
誌
の
タ
イ
ト
ル
は
次
の
と
お
り
で
鴫
国
文
学
亜
解
釈
と
教
材
の
研
究
”
日
本
歌
謡
研
究
（
日
本
歌
謡
学
会
）
日
本
文
学
会
）

一
す
（
五
十
音
順
、
＊
印
は
追
加
分
）
。
（
学
燈
社
）
詔
日
本
近
代
文
学
（
日
本
近
代
文
学
詔
連
歌
俳
譜
研
究
（
俳
文
学
会
）
一

一
１
＊
青
須
我
波
良
（
帝
塚
山
短
期
大
学
旧
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
（
至
文
堂
）
会
）
弱
＊
論
究
日
本
文
学
（
立
命
館
大
学
日
一

日
本
文
芸
研
究
室
）
別
国
文
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
脚
文
羽
日
本
文
学
（
日
本
文
学
協
会
）
本
文
学
会
）

－
２
＊
愛
峨
川
文
研
究
（
愛
媛
国
語
脚
文
学
会
）
㈹
＊
日
本
文
学
ノ
ー
ト
（
寓
城
学
院
女
帥
和
歌
文
学
研
究
（
和
歌
文
学
会
）
一

学
会
）
副
川
文
学
孜
（
広
島
大
学
岡
譜
川
文
子
大
学
日
本
文
学
会
）

－
３
解
釈
（
解
釈
学
会
）
学
会
）
虹
日
本
文
学
風
土
学
会
紀
事
（
日
本
◆
文
献
複
写
申
込
受
付
時
間
の
変
更
に
一

一
４
＊
金
沢
大
学
国
語
国
文
（
金
沢
大
学
配
＊
国
文
目
白
（
日
本
女
子
大
学
国
語
文
学
風
土
学
会
）
つ
い
て

国
語
国
文
学
会
）
国
文
学
会
）
蛇
＊
日
本
文
芸
研
究
（
関
西
学
院
大
学
七
月
よ
り
文
献
複
写
申
込
受
付
時
間
一

一
５
近
世
文
芸
（
日
本
近
世
文
学
会
）
配
古
事
記
年
報
（
古
事
記
学
会
）
日
本
文
学
会
）
が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
一

一
６
近
代
語
研
究
（
近
代
語
学
会
）
型
古
代
文
学
（
古
代
文
学
会
）
妃
＊
ビ
プ
リ
ァ
（
天
理
図
書
館
）
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
い
た
し
一

一
７
軍
記
と
語
り
物
（
軍
記
物
談
話
会
）
妬
＊
古
典
と
現
代
（
古
典
と
現
代
の
会
）
“
表
現
研
究
（
表
現
学
会
）
ま
す
。

－
８
＊
芸
能
史
研
究
（
芸
能
史
研
究
会
）
沁
招
文
（
大
阪
大
学
国
文
学
研
究
室
）
妬
仏
教
文
学
（
仏
教
文
学
会
）
・
平
日
九
時
三
十
分
か
ら
十
五
時
一

一
９
言
遜
艸
と
文
芸
（
大
塚
国
語
国
文
学
”
迩
叩
文
（
日
本
大
学
国
文
学
会
）
妬
文
学
（
岩
波
神
店
）
三
十
分
ま
で

会
）
鯛
語
文
研
究
（
九
州
大
学
国
語
国
文
仰
＊
文
学
研
究
（
日
本
文
学
研
究
会
）
・
土
曜
日
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
一

一
ｍ
口
承
文
芸
研
究
（
日
本
口
承
文
芸
学
会
）
妃
文
学
・
語
学
（
全
国
大
学
国
語
国
三
十
分
ま
で

一
色
■
・
■
・
■
・
■
・
■
■
■
・
■
・
■
・
■
■
■
・
■
■
■
・
■
・
■
・
■
■
■
・
■
・
■
・
■
・
■
■
■
・
■
“
■
凸
■
・
■
・
■
・
■
・
■
■
■
・
■
凸
弓
・
■
凸
弓
“
■
・
■
合
■
・
■
・
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
▲
■
■
■
■
■
９
．
９
■
ｑ
昼
日
。
■
ご
り
●
守
凸
■
＆
■
▲
■
▲
Ｕ
・
■
凸
■
凸
■
凸
■
凸
■
■
甲
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国
語
国
文
学
会
連
絡
協
議
会
に
参
加

す
る
学
会
の
秋
季
大
会
予
定
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
学
会
掲
出
は
五
十
音
順
。

以
下
①
事
務
局
、
②
大
会
開
催
日
、
③

会
場
。
②
③
の
記
入
の
な
い
学
会
は
大

会
予
定
無
し
か
、
ま
た
は
大
会
期
日
未

定
。解
釈
学
会
①
〒
一
七
○
豊
咄
区
北
大

塚
三
’
二
九
’
二
教
育
出
版
セ
ン
タ

ー
内

近
代
語
学
会
①
〒
一
六
○
新
宿
区
北

新
宿
三
’
一
○
’
一
○
’
五
○
七

国
語
学
会
①
〒
一
○
一
千
代
田
区
神

田
錦
町
三
ｌ
一
一
武
蔵
野
書
院
気
付

②
一
○
月
二
○
～
二
一
日
③
中
京
大

学
文
学
部

古
事
記
学
会
①
〒
一
五
○
渋
谷
区
東

四
’
一
○
’
二
八
脚
学
院
大
学
Ｈ
本

文
化
研
究
所
第
三
研
究
室
内

古
代
文
学
会
①
〒
二
三
川
崎
市
高

津
区
千
年
三
○
五
吉
田
修
作
方

上
代
文
学
会
①
｜
Ｔ
二
三
○
横
浜
市
鶴

見
区
鶴
見
－
１
－
１
三
鶴
見
大
学
女

子
短
期
大
学
部
国
文
科
研
究
室
内

説
酷
文
学
会
①
〒
一
七
○
豐
烏
区
西

単
鴨
三
’
二
○
ｌ
一
大
正
大
学
文
学

部
国
文
学
研
究
室
内
②
十
二
月
二
日

昭
和
五
十
九
年
度
秋
季
学
会
開
催
一
覧

③
椙
山
女
学
園
大
学

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
①
〒
一
○

二
千
代
田
区
三
番
町
二
八
’
六
グ
ラ

ン
三
番
町
四
○
五
号
桜
楓
社
気
付
②

十
一
月
十
七
～
十
九
日
③
甲
南
女
子

大
学

中
古
文
学
会
①
〒
四
六
三
名
古
屋
市

守
山
区
大
森
二
二
八
二
ｌ
二
金
城
学

院
大
学
国
文
学
（
松
田
）
研
究
室
内

②
一
○
月
一
三
～
一
四
日
③
東
北
大

学
文
学
部

中
世
文
学
会
①
〒
一
○
二
千
代
田
区

富
士
見
二
’
一
七
’
一
法
政
大
学
能

楽
研
究
所
内
②
一
○
月
二
七
～
二
九

日
③
奈
良
女
子
大
学

日
本
演
劇
学
会
①
〒
一
六
○
新
宿
区

西
早
稲
田
一
’
六
ｌ
一
早
稲
田
大
学

演
劇
博
物
館
内

日
本
歌
謡
学
会
①
〒
一
五
○
渋
谷
区

東
四
’
一
○
’
二
八
国
学
院
大
学
文

学
部
第
五
研
究
室
内
②
二
月
一
七

～
一
八
日
③
関
西
学
院
大
学

日
本
近
世
文
学
会
①
〒
一
六
二
新
宿

区
戸
山
一
’
二
四
ｌ
一
早
稲
田
大
学

文
学
部
神
保
五
弥
研
究
室
内
②
二

月
一
七
～
一
八
日
③
南
山
大
学

日
本
近
代
文
学
会
①
〒
二
二
文
京

）

情
報
室

区
目
白
台
二
’
八
ｌ
一
日
本
女
子
大

学
文
学
部
国
文
学
科
研
究
室
内
②
一

○
月
二
七
～
二
八
日
③
実
践
女
子
大

学
講
堂

日
本
口
承
文
芸
学
会
①
〒
一
五
○
渋

谷
区
東
四
’
一
○
’
二
八
国
学
院
大

学
文
学
部
第
五
研
究
室
内

日
本
文
学
協
会
①
〒
一
七
○
豊
島
区

東
池
袋
二
’
一
九
’
二
第
二
八
千
代

マ
ン
シ
ョ
ン
二
○
二
号
②
一
○
月
六

～
七
日
③
宮
城
学
院
女
子
大
学

日
本
文
学
風
土
学
会
①
〒
一
二
四
川

崎
市
多
摩
区
東
三
田
二
’
一
’
一
専

修
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

日
本
文
芸
研
究
会
①
〒
九
八
○
仙
台

市
川
内
東
北
大
学
文
学
部
内
②
二

月
一
○
日
③
東
北
大
学
文
学
部
大
講

堂
俳
文
学
会
①
〒
一
五
七
世
出
谷
区
成

城
六
’
一
’
二
○
成
城
大
学
文
芸
学

部
尾
形
研
究
室
内
②
一
○
月
二
七
～

二
八
日
③
東
北
歴
史
資
料
館

表
現
学
会
①
〒
四
八
○
’
二
愛
知

県
愛
知
郡
長
久
手
町
愛
知
淑
徳
大
学

国
文
学
科
研
究
室
内

仏
教
文
学
会
①
〒
一
八
三
世
田
谷
区

駒
沢
－
１
二
三
駒
沢
大
学
文
学
部
国

文
学
研
究
室
内
（
東
部
）
〒
六
○
三

京
都
市
北
区
紫
野
北
花
ノ
坊
町
九
六

仏
教
大
学
高
橘
貞
一
研
究
室
内
（
画

）

部
）

万
葉
学
会
①
〒
五
六
五
吹
田
市
千
里

山
東
三
関
西
大
学
国
文
学
研
究
室
内

②
一
○
月
二
七
～
二
九
日
③
松
山
市

立
子
規
記
念
博
物
館
講
堂

美
夫
君
志
会
①
〒
四
六
六
名
古
屋
市

昭
和
区
八
事
本
町
一
○
一
中
京
大
学

文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

和
歌
文
学
会
①
〒
一
七
一
豊
島
区
西

池
袋
三
’
三
四
立
教
大
学
文
学
部
日

本
文
学
研
究
室
内
②
二
月
一
七
～

一
九
日
③
甲
南
女
子
大
学

第
八
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
①

〒
一
四
二
品
川
区
豊
町
一
’
一
六
’

一
○
国
文
学
研
究
資
料
館
②
二
月

九
～
一
○
日
③
国
文
学
研
究
資
料
館

国
文
学
研
究
資
料
館
報
第
二
十
三
号

昭
和
五
十
九
年
九
月
発
行

編
集
・
発
行
者

国
文
学
研
究
資
料
館

東
京
都
品
川
区
豊
町
一
‐
一
六
‐
一
○

郵
便
番
号
一
四
二

電
話
（
七
八
五
）
七
一
三
一
（
代
）

印
刷
所
株
臆
令
制
還
墹
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